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私立短期大学の保健系学科・歯科衛生学科における充足率推移

平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 5年平均
私立短大全体 90.56% 92.78% 90.07% 90.31% 88.06% 90.36%
保健系のみ 99.98% 101.19% 99.24% 96.50% 94.21% 98.22%
歯科衛生学科 105.68% 98.41% 98.86% 95.27% 95.87% 98.82%

※日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」を基に作成。

（資料１）
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１．「設置構想についての高校生アンケート調査」概要 

 
大手前短期大学が 2020 年度に設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」における学生確保の見通しを測定

するために、2020 年度に大学進学時期を迎える高校 2 年生を対象に「設置構想についての高校生アンケ

ート調査」（無記名式）を実施した。兵庫県・大阪府を中心とした近畿地方、その他四国地方の計 51 校の

高校生 6,092 人から回答を得て集計した結果、予定する入学定員 70 名に対して 2.6 倍の 182 人が「受験

したい」とし、その上で 83 人が「合格した場合、入学したい」、95 人が「合格した場合、併願先の結果

によっては入学したい」と回答した（「受験したい」とした者のうち、4 人は入学意向無回答）。 
 

調査対象 

2020 年度の大学入試を受験する可能性が最も高い高校 2 年生（2020 年 3 月卒業予定

者）をアンケートの対象とした。大手前短期大学に志願者・入学者が多い兵庫県・大阪

府を中心とした近畿地方、その他四国地方の実績校にアンケート実施を依頼し、51 校

にご協力いただいた。 

調査内容 

 回答者の基本情報（居住地、性別、高校卒業後の希望進路、関心のある学問分野） 
 大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の受験・入学意向 
 大手前短期大学・大手前大学の既設の学問分野への受験意向や関心のある学問分

野 
以上、全８問ですべて選択肢式。 

調査時期 2018 年 9 月～2019 年 2 月 

調査方法 
アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート用紙（必要部数）を送付。 
各校の教職員から調査対象者（高校 2 年生）にアンケート用紙を配布の上、10 分程度

の回答時間を設け、その場で回収いただいた。 

回収件数 有効回答数 6,092 件 

 
 
実施高校の県別内訳 
   公立 私立 合計 割合 

滋賀県 - 1 1 2.0% 

京都府 - 3 3 5.9% 

 大阪府 7 15 22 43.1% 

兵庫県 16 6 22 43.1% 

 奈良県 1 - 1 2.0% 

 香川県 1 1 2 3.9% 

 合計 25 26 51 100.0% 
 割合 49.0% 51.0% 100.0%  

 

 
在籍高校所在地別の回収件数 
   公立 私立 合計 割合 

 滋賀県 - 208 208 3.4% 

 京都府 - 457 457 7.5% 

大阪府 471 1,819 2,290 37.6% 

 兵庫県 1,865 792 2,657 43.6% 

 奈良県 75 - 75 1.2% 

 香川県 147 258 405 6.6% 

 合計 2,558 3,534 6,092 100.0% 
 割合 42.0% 58.0% 100.0%  

 

 
→ 配布した「設置構想についての高校生アンケート調査」用紙は 9 ページ【添付資料】参照。 
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２．「設置構想についての高校生アンケート調査」集計結果 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。(あてはまるもの一つにチェック)  

選択項目 回答数 構成比 

1.  兵庫県 2,897 47.6% 

2. 大阪府 2,045 33.6% 

3. 奈良県 92 1.5% 

4. 京都府 366 6.0% 

5. 滋賀県 252 4.1% 

6. 和歌山県 6 0.1% 

7. 岡山県 4 0.1% 

8. 広島県 6 0.1% 

9. 山口県 3 0.0% 

10. 鳥取県 0 0.0% 

11. 島根県 3 0.0% 

12. 香川県 393 6.5% 

13. 徳島県 0 0.0% 

14. 愛媛県 1 0.0% 

15. 高知県 0 0.0% 

16. その他 5 0.1% 

 （無回答） 19 0.3% 

 合計 6,092 100.0% 
   

問２ あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにチェック）   

選択項目 回答数 構成比 

1. 女性 3,447 56.6% 

2. 男性 2,631 43.2% 

 （無回答） 14 0.2% 

 合計 6,092 100.0% 
   

問３ あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。(最もあてはまるもの一つにチェック) 

選択項目 回答数 構成比 

1. 進学 4,507 74.0% 

2. 就職 738 12.1% 

3. 現時点では未定 819 13.4% 

（無回答） 28 0.5% 

 合計 6,092 100.0% 
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問４ あなたが関心のある学問分野をお答えください。(あてはまるものすべてにチェック) 

選択項目 回答数 構成比 

1. 保健衛生学（看護学、歯科衛生学、リハビリ・放射線・臨床検査など） 1,107 18.2% 

2. 医学・歯学・薬学 417 6.8% 

3. 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など） 1,276 20.9% 

4. 社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学など） 1,095 18.0% 

5. 自然科学（数学、物理学、化学、生物学、機械工学、電気電子工学、建築学、 
     農学、農業経済学、林学、水産学など） 875 14.4% 

6. 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学） 570 9.4% 

7. 芸術学（音楽、デザイン、美術など） 1,135 18.6% 

8. 教育学・教員養成（幼稚園・小学校・中学校・高等学校等の教員養成、保育など） 1,031 16.9% 

9. その他 672 11.0% 

※ 問 4 は複数回答項目のため、回答数は延べ。   

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 6,092 人（全回答者の人数）   

   

問 5 以降は別紙・大手前短期大学 「歯科衛生学科（仮称）」の概要を見た上での回答を求めた。 

   

問５ あなたは大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科(仮称) 」 を受験したいと思いますか。 
（あてはまるもの１つにチェック） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 受験したい 182 3.0% 

2. 受験しない 5,764 94.6% 

 （無回答） 146 2.4% 

 合計 6,092 100.0% 
   

問６ あなたは大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科（仮称）」を受験し合格した場合、 
入学したいと思いますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 合格した場合、入学したい 83 45.6% 

2. 合格した場合、併願先の結果によっては入学したい 95 52.2% 

 （無回答） 4 2.2% 

 合計 182 100.0% 
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以下の問 7・問８は、問 5 で「２．受験しない」を選択した高校生（5,764 人）のみが回答対象 

   

問７ あなたが大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科（仮称）」を「受験しない」とされた理由を 
お答えください。（あてはまるものすべてにチェック） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 興味・関心のある学問分野ではないから 4,220 73.2% 

2. 大学への進学を希望しているから 1,493 25.9% 

3. 他の短期大学への進学を希望しているから 263 4.6% 

4. 専門学校への進学を希望しているから 761 13.2% 

5. 就職を希望しているから 525 9.1% 

6. 興味・関心のある学問分野だが、新設学科への進学は不安だから 69 1.2% 

7. アクセスが不便だから 135 2.3% 

8. 学費が高いから 260 4.5% 

9. その他 115 2.0% 

※ 問 7 は複数回答項目のため、回答数は延べ。   

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 5,764 人（問 5 で 2 を選択した者）   

   

問８ 以下は大手前短期大学・大手前大学で学べる学問分野（専攻・プログラム・コース）です。 
   あなたが受験を検討したい、もしくは興味・関心がある分野はありますか。（あてはまるものすべてにチェック） 

大
手
前
短
期
大
学 

選択項目 回答数 構成比  

大
手
前
大
学 

選択項目 回答数 構成比 

ライフデザイン総合学科  メディア・芸術学部 

1. ビジネス・医療事務 328 5.7%  18. 絵画 194 3.4% 

2. 英語・観光ビジネス 393 6.8%  19. 染色工芸 76 1.3% 

3. ファッションビジネス 532 9.2%  20. 立体造形 105 1.8% 

4. 建築・インテリア 377 6.5%  21. デザイン 458 7.9% 

5. 心理・福祉 634 11.0%  22. マンガ制作 293 5.1% 

6. アート＆web デザイン 329 5.7%  23. 映像アニメーション 443 7.7% 

7. スイーツ学・食文化 704 12.2%  24. 建築・インテリア 344 6.0% 

大
手
前
大
学 

総合文化学部  25. メディアコミュニケーション 107 1.9% 

8. 英語コミュニケーション 475 8.2%  26. 出版編集 151 2.6% 

9. 国際関係学 300 5.2%  27. 映画・演劇 345 6.0% 

10. 日本史 276 4.8%  現代社会学部 

11. 東洋史・西洋史 114 2.0%  28. 企業経営 348 6.0% 

12. 考古学 100 1.7%  29. 観光ビジネス 238 4.1% 

13. 地理学 92 1.6%  30. ファッションビジネス 390 6.8% 

14. 日本文化・アジア文化 299 5.2%  31. 情報・コンピュータ 375 6.5% 

15. ヨーロッパ・アメリカ文化 252 4.4%  32. 心理学 651 11.3% 

16. 比較文学 31 0.5%  健康栄養学部 

17. スイーツ学 416 7.2%  33. 栄養学（管理栄養） 447 7.8% 

※ 問 8 は複数回答項目のため、回答数は延べ 
※各構成比＝回答数÷5,764 人（問 5 で 2 を選択した者） 

 国際看護学部 

 34. 看護学 561 9.7% 
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３．「設置構想についての高校生アンケート調査」集計結果のポイント 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 
Point 
１ 

大手前短期大学が学生確保の基盤とする兵庫県・大阪府を中心に 6,092人の高校生が回答。 

4 人に 3 人が進学を予定し、歯科衛生を含む保健衛生学には全体の 2 割近くが関心を示す。 
 

大手前短期大学が 2020 年度に設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」に係る「設置構想についての高校

生アンケート調査」において、有効回答 6,092 件の集計を行った。回答者の居住地別にみると大手前短期

大学が「歯科衛生学科（仮称）」を開設予定の「兵庫県」が 2,897 人（全体の 47.6%）」で最も多く、次い

で「大阪府」が 2,045 人（同 33.6%）であった。性別でみると、女性が 3,447 人（同 56.6%）で 6 割弱

を占めた。高校卒業後の希望進路については、「進学」が 4,507 人（同 74.0%）で最も多かった。また、

関心のある学問分野としては「人文科学」が 1,276 人（同 20.9%）で最も多く、歯科衛生学を含む「保健

衛生学」は 1,107 人（同 18.2％）で 3 番目に多かった（関心のある学問分野は複数回答の結果）。 
 

【グラフ】回答者の属性 

居住地 ＜問 1 結果より＞ 

 

性別 ＜問 2 結果より＞ 

 
 

高校卒業後の希望進路 ＜問 3 結果より＞ 

 
 

 
関心のある学問分野 ＜問 4 結果より＞ 

※左より回答数が多い順で複数回答の結果 

 
 
  

N=6,092人 N=6,092 

N=6,092人 N=6,092人 
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Point 
２

「歯科衛生学科（仮称）」に対し入学定員 70 名（予定）の 2.6 倍の 182 人が受験希望。 

そのうち 83 人が強い入学意欲を示し、他 95 人も併願先の結果により入学との意思。 

大手前短期大学が設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」の概要を示し、受験・入学意欲について回答を

求めた。その結果、「歯科衛生学科（仮称）」が予定する入学定員 70 名に対し、その 2.6 倍となる 182 人

（全体の 3.0%）が「受験したい」と回答した。そのうち、83 人が「合格した場合、入学したい」、95 人

が「合格した場合、併願先の結果によっては入学したい」と回答した。「合格した場合、入学したい」と

した 83 人のみで、このように、「歯科衛生学科（仮称）」に対しては、入学定員を上回る志願者確保が可

能であり、また、強い入学意欲を示すいわゆる専願志願者のみで入学定員を上回ることが明らかとなった

（「受験したい」とした者のうち、4 人は入学意向無回答）。 
なお、「歯科衛生学科（仮称）」を「受験しない」とした者は 5,764 人（同 94.6%）であったが、そのう

ち、「興味・関心のある学問分野だが、新設学科への進学は不安だから」とした者が 69 人（回答対象者

5,764 人の 1.2%）いた。このことから今回のアンケート調査では受験意欲を示すに至っていないものの、

今後の広報活動を通して、新たな志願者として掘り起こしが可能な層が存在することが分かる。

【グラフ】大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」への受験・入学意欲 

受験意欲 ＜問 5 結果より＞ 入学意欲 ＜問 6 結果より＞ 

「歯科衛生学科（仮称）」を受験しない理由 ＜問 7 結果より＞ 

N=6,092人 

N=182 人 ※問 5 で「受験したい」と回答した者 

N=5,764 人 ※問 5 で「受験しない」と回答した者 
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【添付資料】

「設置構想についての高校生アンケート調査」
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記入例を参考にご回答ください。

問 1 あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの一つにチェック） 

兵庫県 大阪府 奈良県 京都府 滋賀県 和歌山県

岡山県 広島県 山口県 鳥取県 島根県

香川県 徳島県 愛媛県 高知県

その他

問 2 あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにチェック） 

女性    男性

問 3 あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。（最もあてはまるもの一つにチェック） 

進学    就職    現時点では未定

問 4 あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにチェック） 

保健衛生学（看護学、歯科衛生学、リハビリ・放射線・臨床検査など）

医学・歯学・薬学

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など）

社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学など）

自然科学（数学、物理学、化学、生物学、機械工学、電気電子工学、建築学、

農学、農業経済学、林学、水産学など）

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学）

芸術学（音楽、デザイン、美術など）

教育学・教員養成（幼稚園・小学校・中学校・高等学校等の教員養成、保育など）

その他

大手前短期大学 歯科衛生学科 (仮称)

2020 年 4 月開設にむけ 設 置 構 想 中 

設 置 構 想 に つ い て の 高 校 生 ア ン ケ ー ト 調 査 
（対象：2018 年度現在、高校 2 年生の皆さん） 

大手前短期大学は 2020 年 4 月、さくら夙川キャンパス（兵庫県西宮市御茶家所町 6-42）に歯科衛生学科（仮称／3 年制・入学定員

70 名を予定）の設置を構想しています。歯科衛生学科（仮称）においては、幅広い視野から健康をとらえ、口腔ケアのための確かな技術

とヒューマン・ケア能力を持つ歯科衛生士を養成することを目的とします。 

大手前短期大学ではこのアンケート調査を通して、2020 年度に大学進学時期を迎える現・高校２年生の皆さんからさまざまなご意見

をお聞きし、設置構想の参考とさせていただきたいと考えています。ご回答いただいた皆さんから得られた情報は大手前短期大学 

歯科衛生学科（仮称）の設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。高校生の皆さんのアンケート調査へのご協力を、よろしく 

お願いいたします。 

※このアンケート調査は大手前短期大学から委託された第三者機関（株式会社紀伊國屋書店・株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
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問 5 あなたは大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科(仮称)」を受験したいと思いますか。 

（あてはまるもの一つにチェック）

受験したい ⇒ 問 6 にお答えください。 

受験しない ⇒ 問 7・問 8 にお答えください。 

問 6 あなたは大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科(仮称)」を受験し合格した場合、 

入学したいと思いますか。（あてはまるもの一つにチェック）

合格した場合、入学したい

合格した場合、併願先の結果によっては入学したい

問 7 あなたが大手前短期大学が設置構想中の「歯科衛生学科(仮称)」を「受験しない」とされた理由 

をお答えください。（あてはまるものすべてにチェック）

興味・関心のある学問分野ではないから

大学への進学を希望しているから

他の短期大学への進学を希望しているから

専門学校への進学を希望しているから

就職を希望しているから

興味・関心のある学問分野だが、新設学科への進学は不安だから

アクセスが不便だから

学費が高いから

その他

⇒問 8 は 3 ページ目となります。

以下の問 7・問 8 は問 5 で「受験しない」と回答した方がお答えください。 

以下の問 6 は問 5 で「受験したい」と回答した方がお答えください。 

問 5 以降は別紙 大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の概要 をご覧の上でお答えください。 
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問 8 以下は大手前短期大学・大手前大学で学べる学問分野（専攻・プログラム・コース）です。 
あなたが受験を検討したい、もしくは興味・関心がある分野はありますか。

（あてはまるものすべてにチェック）

大手前短期大学 【ライフデザイン総合学科】

ビジネス・医療事務 英語・観光ビジネス

ファッションビジネス 建築・インテリア

心理・福祉 アート&web デザイン

スイーツ学・食文化

大手前大学 【総合文化学部】

英語コミュニケーション 国際関係学

日本史 東洋史・西洋史

考古学 地理学

日本文化・アジア文化 ヨーロッパ・アメリカ文化

比較文学 スイーツ学

【メディア・芸術学部】

絵画 染色工芸

立体造形 デザイン

マンガ制作 映像アニメーション

建築・インテリア メディアコミュニケーション

出版編集 映画・演劇

【現代社会学部】

企業経営 観光ビジネス

ファッションビジネス 情報・コンピュータ

心理学

【健康栄養学部】

栄養学（管理栄養）

【国際看護学部（仮称・認可申請中 ※2019 年４月開設予定）】

看護学

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。
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設置構想中

上記内容は構想中の内容であり、今後変更となる場合があります。

※ 大手前短期大学 歯科衛生学科（仮称）の学費は予定のものです。
※ 他大学の学費は各大学ホームページ掲載情報です（2018年7月時点）。
※ いずれの大学も諸経費等を含みません。また、実習に伴う交通費等が必要な場合が

あります。

学

費

（
周
辺
大
学
・
短
期
大
学
を
含
む
）

卒
業
後
の
進
路

大学名

学部名・学科名
入学金

授業料

等

初年次納付金

（合計）

大手前短期大学

歯科衛生学科（仮称） ＜３年制＞
250,000 1,190,000 1,440,000

神戸常盤大学短期大学部

口腔保健学科 ＜３年制＞
300,000 1,100,000 1,400,000

関西女子短期大学

歯科衛生学科 ＜３年制＞
300,000 1,080,000 1,380,000

梅花女子大学

口腔保健学科 ＜４年制＞
200,000 1,270,000 1,470,000

大阪歯科大学

口腔保健学科 ＜４年制＞
200,000 1,050,000 1,250,000

学

科

の

概

要

（円）

学

び

の

特

色

ア

ク

セ

ス

※近鉄区間
含む。

２０２０年４月１日（予定）

大手前短期大学 さくら夙川キャンパス（予定）

（兵庫県西宮市御茶家所町6-42）

３年

７０名（収容定員： ２１０名） （予定）

短期大学士（歯科衛生）

歯科衛生士国家試験受験資格

２級医療秘書実務能力認定試験（受験資格）

介護職員初任者研修資格取得（資格取得には条件があります）

幅広い視野から健康を捉え、口腔ケアのための確かな技術と

ヒューマン・ケア能力を身につけた歯科衛生士

開 設 時 期

開 設 場 所

修 業 年 限

入 学 定 員

取 得 学 位

取 得 資 格

目指せる資格

養成する人材

:

:

:

:

:

:

：

：

本短期大学ならではの幅広い教養と専門的知識と併せ、歯科衛生士としての高度な技術の習得を目指します。健康

維持や疾病からの回復をサポートするため、人間理解力やコミュニケーション能力の習得とあわせ医療倫理を

学び、医療専門職として豊かな人間性と幅広い視野を身につけます。

少人数教育による、きめ細かな指導や充実した国家試験対策により、国家試験合格率100％を目指します。

希望者には２級医療秘書実務能力認定試験の受験資格、介護職員初任者研修の資格取得が可能です。（受験資格、

資格取得には条件があります）。

梅田駅

神戸
三宮駅

夙川駅

徒歩７分

大
手
前
短
期
前
大
学
（
さ
く
ら
夙
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

●歯科クリニック・診療所 ●総合病院 ●地方自治体 ●保健センター ●一般企業（口腔ケア用品を扱う企業） 等

特急15分

大手前大学の医療系学部である国際看護学部（設置認可申請中）、健康栄養学部との連携を視野に、全身の健康

管理におけるヒューマンケア能力を身につけます。

◆

◆

◆

宝塚駅
西宮
北口駅

京都駅
さくら
夙川駅

徒歩７分
姫路駅

近鉄
奈良駅

香櫨園
駅

徒歩７分

西宮駅

特急11分

普通14分 3分(1駅)

尼崎駅
新快速35分 普通11分

芦屋駅
新快速47分 普通3分

快速急行59分
（大阪難波経由）

普通2分

阪

急

Ｊ

Ｒ

阪
神
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日本は急激な高齢化が進み、2018年には65歳以上の高齢者が3,522万人、総人口の27.8％を占め、超高齢化

社会の到来が予測されています（総務省統計局調べ）。

このような中、人々の健康保持・増進を支援するため2000年に「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本２

１）」が、2002年には「健康増進法」が制定されるなど国民の健康に対する法的整備が行われ、現在も引き続き「健

康日本２１（第二次）」として進められています。

大手前短期大学では、2020年４月を目途に新たな学科として「歯科衛生学科（仮称）」（３年制）の設置を構想

しています。「歯科衛生学科（仮称）」では、保健・医療・福祉分野において、総合的な視野から高い知識と高度な技

術を備えた医療専門従事者としての「歯科衛生士」の養成をめざします。専門知識と高度な技術を併せ持った「医療現

場に強い歯科衛生士」養成のため、充実した学内実習施設と大学病院、総合病院、保健センター、教育機関、障がい

者・高齢者施設等多岐に渡る学外臨床現場での実習をカリキュラムに組み込むことを計画しています。

近年、多くの調査研究から「歯と口腔（口）の健康」が「全身の健康」と深い関係があることが明らかになり、「歯

科衛生士」の役割に関心が高まり、その活躍の場も広がりをみせています。

日本の「歯科衛生士」の養成は、2004年の省令改正を受け、２年であった修業年限を３年以上としました。これ

により当初の保健所歯科活動の直接の担い手としての「歯科予防処置」のみの業務内容から「歯科診療補助」及

び「歯科保健指導」の業務が新たに加えられ、「歯科衛生士」の業務内容・範囲は飛躍的に拡大しました。「歯科

衛生士」は、「お口の健康エキスパート」として、法律で定められているこれら三つの業務を担うことになりました。

「健康日本２１（第二次）」にむけて

お口の健康をサポートする歯科衛生士

2020年 歯科衛生学科(仮称）設置構想中

上記内容は構想中の内容であり、今後変更となる場合があります。
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,8
86

15
,5

80
15

,1
67

15
,2

31
14

,7
16

14
,3

52
13

,3
41

13
,3

26
75

.2
%

滋
賀
県

14
,6

69
14

,7
20

14
,2

66
13

,9
98

13
,5

28
13

,5
17

13
,8

44
13

,7
37

13
,5

72
13

,5
09

13
,5

14
13

,1
26

13
,0

73
12

,3
04

12
,0

73
82

.3
%

京
都
府

23
,1

24
22

,8
51

22
,5

92
21

,5
16

21
,3

34
21

,3
91

21
,1

82
21

,3
13

20
,9

17
20

,3
66

20
,5

24
19

,7
09

19
,5

50
18

,9
55

18
,5

42
80

.2
%

大
阪
府

82
,3

16
80

,2
66

77
,3

63
75

,8
27

72
,8

58
72

,4
05

72
,9

85
73

,4
35

71
,8

81
71

,1
30

70
,9

07
69

,7
77

68
,6

58
66

,7
91

66
,5

12
80

.8
%

兵
庫
県

52
,8

79
51

,8
34

50
,6

15
49

,4
29

47
,6

95
47

,3
42

47
,6

20
48

,2
82

46
,8

23
46

,1
49

46
,2

79
44

,8
00

43
,8

30
42

,0
18

41
,2

76
78

.1
%

奈
良
県

13
,2

07
12

,7
31

12
,4

53
11

,9
39

11
,6

57
11

,6
17

11
,5

95
11

,4
07

11
,1

27
10

,8
47

10
,7

26
10

,5
16

10
,2

18
9,

49
7

9,
43

3
71

.4
%

和
歌
山
県

9,
25

5
8,

87
8

8,
69

9
8,

14
5

7,
91

1
7,

86
1

7,
62

7
7,

89
5

7,
68

0
7,

44
3

7,
35

5
7,

28
1

7,
08

1
6,

70
0

6,
60

1
71

.3
%

鳥
取
県

5,
56

6
5,

23
8

5,
33

0
5,

15
7

4,
93

2
5,

10
8

4,
87

9
4,

94
8

4,
86

7
4,

67
1

4,
87

6
4,

68
0

4,
68

0
4,

38
9

4,
36

4
78

.4
%

島
根
県

6,
52

9
6,

22
2

6,
09

2
5,

83
8

5,
84

8
5,

73
9

5,
82

4
5,

80
6

5,
59

4
5,

63
5

5,
58

8
5,

51
1

5,
35

4
5,

22
9

5,
24

7
80

.4
%

岡
山
県

18
,4

32
18

,3
90

17
,5

18
17

,1
96

16
,6

08
16

,5
15

16
,6

47
16

,7
65

16
,2

75
16

,2
90

16
,1

43
15

,7
91

15
,5

31
15

,0
20

14
,7

69
80

.1
%

広
島
県

27
,0

78
26

,5
22

26
,0

10
25

,4
06

24
,8

02
24

,9
10

25
,1

71
25

,3
93

25
,3

34
25

,0
99

25
,3

53
24

,5
67

24
,2

95
23

,3
06

22
,6

44
83

.6
%

山
口
県

12
,8

81
12

,7
00

12
,1

60
11

,8
78

11
,5

88
11

,3
68

11
,4

25
11

,3
91

11
,4

46
11

,0
93

11
,2

73
10

,5
54

10
,5

45
9,

95
9

9,
76

1
75

.8
%

徳
島
県

6,
66

0
6,

68
2

6,
39

4
6,

15
9

5,
86

6
5,

83
1

5,
85

8
5,

73
2

5,
68

6
5,

50
8

5,
61

8
5,

45
3

5,
36

2
5,

06
2

5,
15

9
77

.5
%

香
川
県

9,
23

8
9,

09
5

8,
71

3
8,

64
7

8,
51

7
8,

06
0

8,
28

5
8,

22
8

8,
09

2
8,

07
5

7,
75

7
7,

70
6

7,
62

1
7,

23
1

7,
05

9
76

.4
%

愛
媛
県

12
,8

74
12

,5
47

12
,2

72
11

,9
62

11
,3

82
11

,3
50

11
,3

51
11

,4
37

11
,1

79
11

,1
24

11
,0

20
10

,7
97

10
,4

17
9,

87
3

9,
52

5
74

.0
%

高
知
県

6,
63

7
6,

41
3

6,
15

8
5,

87
2

5,
73

8
5,

68
2

5,
66

2
5,

64
5

5,
52

2
5,

41
1

5,
23

3
5,

14
6

5,
16

1
4,

79
4

4,
81

0
72

.5
%

福
岡
県

47
,4

63
46

,6
03

45
,3

11
44

,9
62

43
,7

32
44

,0
76

45
,5

92
46

,3
93

45
,8

20
45

,4
99

46
,0

59
44

,4
67

44
,3

57
43

,1
79

42
,5

32
89

.6
%

佐
賀
県

8,
93

2
8,

52
2

8,
22

7
8,

07
7

7,
76

6
7,

67
5

7,
84

0
7,

98
9

7,
57

1
7,

61
3

7,
70

9
7,

33
1

7,
15

7
6,

99
6

6,
71

7
75

.2
%

長
崎
県

13
,3

48
13

,0
55

12
,6

01
12

,1
73

11
,8

83
11

,9
75

11
,8

07
11

,9
24

11
,7

48
11

,6
14

11
,5

63
11

,4
90

11
,1

01
10

,8
54

10
,4

26
78

.1
%

熊
本
県

17
,2

65
16

,9
63

16
,5

28
16

,3
75

15
,8

75
15

,8
75

16
,0

56
16

,5
06

16
,1

92
16

,2
11

16
,0

39
15

,8
92

15
,6

75
14

,9
28

14
,7

87
85

.6
%

大
分
県

10
,7

55
10

,4
69

10
,2

24
9,

94
9

9,
65

8
9,

93
5

9,
90

7
10

,0
33

9,
90

4
9,

78
1

9,
68

5
9,

47
4

9,
30

3
8,

85
1

8,
48

5
78

.9
%

宮
崎
県

10
,9

14
10

,7
12

10
,2

77
10

,2
15

9,
71

1
9,

90
5

10
,2

34
10

,2
86

10
,0

25
10

,1
33

9,
95

0
9,

68
5

9,
58

4
9,

21
8

8,
75

9
80

.3
%

鹿
児
島
県

15
,8

65
15

,7
90

15
,2

51
14

,9
32

14
,5

48
14

,6
40

14
,7

32
15

,0
83

14
,7

93
14

,7
13

14
,9

93
14

,4
73

14
,1

83
13

,4
60

13
,2

95
83

.8
%

沖
縄
県

17
,0

81
16

,5
21

16
,3

36
16

,1
63

15
,9

83
16

,0
52

16
,4

57
16

,7
63

16
,7

02
16

,7
34

16
,8

38
16

,7
64

16
,6

86
16

,0
78

16
,0

48
94

.0
%

（資料７）
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短
期

大
学

 歯
科

衛
生

系
学

科
 平

成
3
0
年

度
　

学
生

納
付

金

入
学

金
授

業
料

施
設

費
実

習
費

初
年

度
計

1
静

岡
県

立
大

学
短

期
大

学
部

静
岡

県
公

立
歯

科
衛

生
共

学
8
4
,6

0
0

3
9
0
,0

0
0

4
7
4
,6

0
0

2
仙

台
青

葉
学

院
短

期
大

学
宮

城
県

私
立

1
4
設

置
歯

科
衛

生
共

学
2
5
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

1
,2

8
0
,0

0
0

3
東

京
歯

科
大

学
短

期
大

学
東

京
都

私
立

1
7
新

設
歯

科
衛

生
別

学
3
0
0
,0

0
0

7
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

1
,3

0
0
,0

0
0

4
日

本
歯

科
大

学
東

京
短

期
大

学
東

京
都

私
立

歯
科

衛
生

共
学

3
0
0
,0

0
0

5
6
0
,0

0
0

3
2
8
,0

0
0

1
,1

8
8
,0

0
0

5
神

奈
川

歯
科

大
学

短
期

大
学

部
神

奈
川

県
私

立
歯

科
衛

生
共

学
3
0
0
,0

0
0

6
3
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

1
7
0
,0

0
0

1
,3

5
0
,0

0
0

6
鶴

見
大

学
短

期
大

学
部

神
奈

川
県

私
立

歯
科

衛
生

別
学

3
5
0
,0

0
0

6
4
0
,0

0
0

2
8
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

1
,4

2
0
,0

0
0

7
日

本
歯

科
大

学
新

潟
短

期
大

学
新

潟
県

私
立

歯
科

衛
生

共
学

3
0
0
,0

0
0

6
4
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
,0

4
0
,0

0
0

8
明

倫
短

期
大

学
新

潟
県

私
立

歯
科

衛
生

士
共

学
4
0
0
,0

0
0

6
5
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

9
大

垣
女

子
短

期
大

学
岐

阜
県

私
立

歯
科

衛
生

別
学

2
0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

3
5
0
,0

0
0

1
,1

5
0
,0

0
0

1
0

愛
知

学
院

大
学

短
期

大
学

部
愛

知
県

私
立

歯
科

衛
生

別
学

2
5
0
,0

0
0

7
3
0
,0

0
0

4
2
0
,0

0
0

1
,4

0
0
,0

0
0

1
1

関
西

女
子

短
期

大
学

大
阪

府
私

立
歯

科
衛

生
別

学
3
0
0
,0

0
0

8
3
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

1
,3

8
0
,0

0
0

1
2

神
戸

常
盤

大
学

短
期

大
学

部
兵

庫
県

私
立

口
腔

保
健

共
学

3
0
0
,0

0
0

7
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
,4

0
0
,0

0
0

1
3

高
知

学
園

短
期

大
学

高
知

県
私

立
医

療
衛

生
-
歯

科
衛

生
共

学
2
0
0
,0

0
0

5
4
0
,0

0
0

2
6
0
,0

0
0

1
3
0
,0

0
0

1
,1

3
0
,0

0
0

1
4

福
岡

医
療

短
期

大
学

福
岡

県
私

立
歯

科
衛

生
別

学
3
0
0
,0

0
0

4
2
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

2
7
3
,9

0
0

6
4
5
,0

0
0

2
8
1
,0

0
0

1
5
1
,0

0
0

1
,2

0
8
,0

4
3

2
8
8
,4

6
2

6
6
4
,6

1
5

2
8
1
,0

0
0

1
5
1
,0

0
0

1
,2

6
4
,4

6
2

3
0
0
,0

0
0

7
6
5
,0

0
0

2
7
5
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
,3

9
0
,0

0
0

※
旺

文
社

「
2
0
1
9
年

 蛍
雪

時
代

：
全

国
短

大
受

験
ガ

イ
ド

」
よ

り
。

男
女

平
成

3
0
(2

0
1
8
)年

度
学

費
等

（
公

立
は

県
内

）

平
均

全
体

(1
4
大

学
)

私
立

の
み

(1
3
大

学
)

大
阪

府
・
兵

庫
県

の
み

(2
大

学
)

番
号

学
　

　
校

　
　

名
所

在
地

設
置

廃
止

等
学

科
名

-
専

攻
名

（資料８）
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過
去

5
年

間
の

渉
外

活
動

高
校

訪
問

進
学

相
談

会
高

大
連

携
協

定
校

件
数

　
※

１
模

擬
授

業
学

校
説

明
合

計
件

数
　

※
３

累
計

校
数

※
１

　
高

校
訪

問
件

数
：
教

員
も

し
く
は

職
員

が
高

校
へ

訪
問

し
た

延
べ

件
数

※
２

　
高

校
内

説
明

会
：
高

校
が

主
催

し
て

自
校

の
生

徒
を

対
象

と
す

る
説

明
会

※
３

　
進

学
相

談
会

  
 ：

業
者

が
会

場
を

借
り

て
行

な
い

不
特

定
の

高
校

生
を

対
象

と
す

る
説

明
会

高
校

内
説

明
会

　
※

２

1
,1

4
3

2
2

1
6
0

1
8
2

9
5
4

5
6

7
5

1
3
1

1
,2

6
3

2
8

1
5
3

4
5

3
8

1
,1

3
0

3
7

1
0
0

1
3
7

5
1

3
2

1
8
1

5
4

3
6

5
5

3
1

6
9
6

1
2

4
2

5
4

4
9

1
6

平
成

2
6
（
2
0
1
4
）
年

度
入

試

平
成

2
7
（
2
0
1
5
）
年

度
入

試

平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年

度
入

試

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
入

試

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
入

試

（資料９）
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現
代

社
会

学
部

現
代

社
会

学
科

 通
信

教
育

課
程

の
入

学
定

員
超

過
・
収

容
定

員
充

足
状

況
等

一
覧

2
0
1
9
年

度
2
0
1
8
年

度
2
0
1
7
年

度
2
0
1
6
年

度

平
成

3
1
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
2
8
年

度

入
学

定
員

超
過

率
(倍

)
0
.2

3
0
.3

5
0
.3

4
0
.4

1
0
.3

3

入
学

者
数

（
正

科
生

）
1
1
9
人

1
7
5
人

1
7
2
人

2
0
6
人

1
6
8
人

入
学

定
員

5
0
0
人

5
0
0
人

5
0
0
人

5
0
0
人

―

科
目

等
履

修
生

3
6
3
人

4
6
6
人

4
3
1
人

4
1
5
人

4
1
8
人

聴
講

生
1
1
人

1
4
人

1
5
人

1
3
人

1
3
人

収
容

定
員

充
足

率
(倍

)
0
.6

2
0
.6

5
0
.5

7
0
.4

9
0
.5

8

在
籍

学
生

数
（
正

科
生

）
1
,8

7
4
人

1
,9

6
5
人

1
,7

1
9
人

1
,4

8
9
人

1
,7

6
1
人

収
容

定
員

3
,0

0
0
人

3
,0

0
0
人

3
,0

0
0
人

3
,0

0
0
人

―

（
注

記
）

※
入

学
定

員
超

過
率

、
収

容
定

員
充

足
率

：
小

数
点

以
下

第
2
位

ま
で

（
第

3
位

切
り

捨
て

）

※
入

学
者

数
（
正

科
生

）
は

、
編

入
学

生
数

を
除

く

※
在

籍
学

生
数

（
正

科
生

）
は

各
年

度
の

１
１

月
３

０
日

現
在

。
(1

0
月

入
学

学
生

 募
集

確
定

時
)　

　
　

た
だ

し
、

平
成

3
1
（
2
0
1
9
）
年

度
は

秋
学

期
（
1
0
月

）
入

学
者

（
正

科
生

）
を

除
く
、

4
月

1
日

現
在

の
予

想
数

値

※
収

容
定

員
の

う
ち

、
編

入
学

（
3
年

次
）
5
0
0
人

項
目

4
年

間
の

平
均

（資料１０）

1



【
歯

科
衛

生
学

科
教

育
課

程
イ

メ
ー

ジ
図

】

本
学
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教
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＜

学
生

一
人

ひ
と

り
の

社
会

人
基

礎
力

修
得

の
た

め
に

、
６

つ
の

能
力

の
開

発
と

育
成

を
目

的
に

教
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課
程
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編

成
＞
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ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入

学
者

受
け
入

れ
の

方
針

）

卒
業

後
の

進
路

　
　

歯
科

衛
生

士
と

し
て

→
歯

科
医

院
、

総
合

病
院

、
公

務
員

多
様

な
進

路
→

歯
科

関
連

企
業

、
福

祉
施

設
・
障

が
い

者
施

設

　
　
養

成
す
る
人

材
像

　
　

歯
科

・
保

健
衛

生
に

関
す

る
専

門
知

識
と

高
度

な
技

術
を

持
ち

、
広

く
社

会
貢

献
が

で
き

、
医

療
・
保

健
・
福

祉
等

の
医

療
関

連
職

種
と

連
携

し
、

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

が
で

き
る

専
門

職
業

人

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

（
教

育
課

程
編

成
・
実

施
の

方
針

）

　
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
の

方
針

）

　
1
　

歯
科

疾
患

の
予

防
と

口
腔

保
健

の
向

上
に

貢
献

で
き

る
能

力
を

も
っ

て
い

る
。

　
2
　

高
齢

化
社

会
到

来
に

伴
い

、
求

め
ら

れ
る

歯
科

・
口

腔
保

健
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
能

力
  
  
  
  
 を

持
ち

、
医

療
・
保

健
・
福

祉
等

の
医

療
関

連
職

種
と

連
携

し
、

協
力

・
協

働
関

係
が

構
築

  
  
  
  
 で

き
る

。
　

3
　

歯
科

衛
生

に
関

す
る

知
識

と
高

度
な

技
術

の
習

得
と

、
多

様
な

人
間

関
係

に
必

須
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力

を
も

っ
て

い
る

。
　

4
　

歯
科

衛
生

士
と

し
て

の
職

業
倫

理
観

を
保

持
し

、
自

ら
の

責
任

で
行

動
で

き
る

。

３
年
次
（２

科
目
４
単
位
）

　
＜

選
択

必
修

分
野

＞
　
＊

3
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次
で
必
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・
ゼ

ミ
ナ

ー
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専
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野
＞

　
専
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一
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地
実

習
（
臨

床
実
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を

含
む

。
）

（
地

域
歯

科
保

健
実

習
Ⅰ

）

　
２
～
３
年
次
（１

１
科
目
３
２
単
位
）

　
　
＜

選
択

必
修

分
野

＞
　
＊

２
～

３
年

次
で
選

択
必

修
・
介

護
技

術
の

基
礎

、
医

療
英

語
、

看
護

学
概

論
、

医
療

事
務

と
情

報
管

理
、

口
腔

保
健

管
理

法
 等

＜
専

門
分

野
＞

　
専

門
分

野
の

一
部

・
臨

地
実

習
（
臨

床
実

習
を

含
む

。
）

（
臨

床
臨

地
実

習
Ⅰ

・
Ⅱ

、
地

域
歯

科
保

健
実

習
Ⅱ

）

　
１
年
次
（３

３
科
目
６
０
単
位
）

　
＜

共
通

教
育

科
目

＞
・
導

入
科

目
　
＊

1
年

次
で
必

修
（
フ

ォ
ー

ラ
ム

Ａ
・
B

）
・
人

文
・
社

会
・
自

然
・
保

健
体

育
科

目
　
＊

1
～

3
年

次
で
選

択
必

修
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基

礎
数

学
、

日
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史
、

家
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の
法

律
、

健
康

ス
ポ

ー
ツ

、
健

康
心

理
学

 等
）

＜
基

礎
分

野
＞

基
礎

分
野

の
大

半
・
科

学
的

思
考
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基

礎
（
生

物
学

、
化

学
）
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間
と

生
活
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基

礎
英

語
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

演
習

、
心

理
学

、
医

療
倫

理
学

）
＜

専
門

基
礎

分
野

＞
専

門
基

礎
分

野
の

大
半

・
人

体
（
歯

・
口

腔
を

除
く

。
）
の

構
造

と
機

能
（
解

剖
学

、
栄

養
学

）
・
歯

・
口

腔
の

構
造

と
機

能
（
生

理
学

、
生

化
学

）
・
疾

病
の

成
り

立
ち

及
び

回
復

過
程

の
促

進
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病

理
学
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薬

理
学
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微

生
物

学
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・
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・
口

腔
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と
予

防
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生
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生
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等
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地
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床
実

習
を

含
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。
）

（
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礎
実

習
）

　
　

本
学

科
の

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
、

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
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ー
に

則
り

、
入

学
試

験
に

お
い

て
は

、
　

高
等

学
校

等
の

学
習

の
他

に
、

以
下

の
社

会
人

基
礎

力
の

資
質

や
素

養
も

評
価

の
対

象
と

す
る

。
　

　
　

１
 本

学
科

の
使

命
・
方

針
を

理
解

し
、

併
せ

て
医

療
人

と
し

て
の

使
命

感
を

も
つ

人
　

　
　

２
 歯

科
・
口

腔
保

健
の

専
門

的
知

識
、

高
度

な
技

術
の

習
得

に
必

要
な

基
礎

的
知

識
、

能
力

を
有

す
る

人
　

　
　

３
 相

手
を

理
解

し
自

分
の

考
え

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

力
（
C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
）
や

自
分

の
感

情
を

冷
静

に
お

さ
め

、
行

動
で

き
る

力
（
S
el

f‐
C

o
n
tr

o
l）

を
有

し
、

チ
ー

ム
医

療
の

推
進

に
取

り
組

む
意

欲
の

あ
る

人

歯
科

衛
生

士
国

家
試

験
合

格

国
家

試
験

対
策

　
２
年
次
（２

０
科
目
２
９
単
位
）

＜
基

礎
分

野
＞

基
礎

分
野

の
一

部
・
ダ

ン
ス

セ
ラ

ピ
ー

演
習

＜
専

門
基

礎
分

野
＞

専
門

基
礎

分
野

の
一

部
・
人

体
（
歯

・
口

腔
を

除
く

。
）
の

構
造

と
機

能
（
組

織
発

生
学

）
・
歯

・
口

腔
の

構
造

と
機

能
（
口

腔
解

剖
学

）
・
歯

・
口

腔
の

健
康

と
予

防
に

関
わ

る
人

間
と

社
会

の
仕

組
み

（
公

衆
衛

生
学

・
社

会
福

祉
論

）
＜

専
門

分
野

＞
専

門
分

野
の

大
半

・
臨

床
歯

科
医

学
（
臨

床
歯

科
医

学
、

歯
科

保
存

学
、

歯
科

補
綴

学
、

歯
周

病
学

 等
）

・
歯

科
予

防
処

置
論

（
歯

科
予

防
処

置
Ⅱ

・
Ⅲ

）
・
歯

科
保

健
指

導
論

（
歯

科
保

健
指

導
Ⅱ

・
Ⅲ

）
・
歯

科
診

療
補

助
論

（
歯

科
診

療
補

助
Ⅱ

・
Ⅲ

 等
）

１ 専 門 知 識 と 高 度 な 技 術 を 習 得 し 、 歯 ・ 口 腔 の 健 康 を 通 し 社 会 に 貢 献 で き る

人 材 養 成 が 可 能 な 教 育 課 程 の 編 成

２ C o m m u n i c a t i o n （ 相 手 を 理 解 し 自 分 の 考 え を わ か り や す く 伝 え る

力 ） 力 や P r e s e n t a t i o n （ 自 分 の 考 え を ま と め て 発 表 す る 力 ） 力 を

身 に つ け 、 医 療 現 場 に お い て の 基 礎 力 を 涵 養 す る 科 目 群 の 配 置

３ T e a m w o r k （ 集 団 で の 自 分 の 役 割 が わ か り 協 力 し 合 え る 力 ） や

S e l f ‐ C o n t r o l （ 自 分 の 感 情 を 冷 静 に お さ め 、 行 動 で き る 力 ） を 身 に

つ け 、 将 来 に 向 け 自 己 管 理 の も と 、 チ ー ム 医 療 に 貢 献 で き る 能 力 や 人 間 性 を 育 む

学 習 方 法 の 導 入

豊 か な 教 養 と 人 間 性 を 備 え 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 視 点 か ら 、 人 々 の 健 康 と 幸 せ な 生 活 実 現 の た め の 専 門 的 知 識 と 高 度 な 技 術 を 持 ち

広 く 社 会 貢 献 が で き 、 卒 業 後 も 歯 科 衛 生 士 と し て 自 立 す る の み で な く 、 常 に 進 化 し 続 け る 能 力 を 持 っ た 歯 科 衛 生 士
[目 指 す 歯 科 衛 生 士 像 ]

共 通 教 育 科 目

専 門 基 礎 分 野

教
育

課
程

の
区

分

選 択 必 修 分 野

専 門 分 野 基 礎 分 野

*
各

授
業

に
お

い
て

「Ｃ
‐Ｐ

Ｌ
Ａ

Ｔ
Ｓ

®
」
の

、
ど

の
能

力
が

育
成

さ
れ

る

か
を

学
生

に
明

示

*
「
フ

ォ
ー

ラ
ム

（導
入

教
育

）」
「ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（
卒

業
研

究
）」

を
必

修

科
目

と
す

る
。

*
総

合
学

習
シ

ス
テ

ム
「
el

－

C
am

p
u
s」

に
よ

る
学

習
支

援

（資料１１）
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就業歯科衛生士数　推移

平成8年 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年
増加率

(H28/H8）

全　国 56,466 61,331 67,376 73,297 79,695 86,939 96,442 103,180 108,123 116,299 123,831 219.3%
北海道 3,016 3,270 3,462 3,752 4,019 4,406 4,723 5,018 5,131 5,524 5,837 193.5%
青　森 376 413 448 503 533 646 699 703 803 813 870 231.4%
岩　手 610 614 685 727 718 1,247 913 909 962 1,023 1,030 168.9%
宮　城 822 863 930 1,004 1,026 1,144 1,324 1,458 1,532 1,669 1,841 224.0%
秋　田 617 648 689 728 773 821 827 875 914 927 1,008 163.4%
山　形 550 598 663 723 794 838 951 1,039 1,053 1,115 1,133 206.0%
福　島 687 767 869 929 960 1,085 1,178 1,270 1,168 1,327 1,396 203.2%
茨　城 879 983 1,089 1,186 1,329 1,477 1,698 1,850 1,986 2,053 2,179 247.9%
栃　木 855 916 1,023 1,123 1,180 1,269 1,342 1,454 1,516 1,635 1,687 197.3%
群　馬 946 1,044 1,152 1,266 1,352 1,453 1,639 1,764 1,906 1,938 2,046 216.3%
埼　玉 2,231 2,273 2,712 2,946 3,270 3,665 4,023 4,471 4,730 5,197 5,821 260.9%
千　葉 1,614 1,755 2,113 2,525 2,677 2,929 3,567 3,733 4,035 4,515 4,965 307.6%
東　京 6,318 6,334 7,113 7,784 8,063 8,624 10,090 10,714 10,822 11,675 12,952 205.0%
神奈川 3,864 4,054 4,520 4,985 5,156 5,553 6,021 6,705 6,853 7,619 7,926 205.1%
新　潟 1,467 1,604 1,702 1,829 1,943 2,081 2,225 2,357 2,476 2,555 2,627 179.1%
富　山 600 637 686 741 807 834 904 951 988 1,011 1,059 176.5%
石　川 619 665 654 639 746 701 839 856 855 970 1,028 166.1%
福　井 337 391 388 416 465 495 560 594 630 638 698 207.1%
山　梨 498 542 566 625 669 679 758 801 891 937 1,000 200.8%
長　野 1,327 1,440 1,453 1,670 1,766 1,914 2,080 2,203 2,245 2,352 2,446 184.3%
岐　阜 1,147 1,253 1,364 1,484 1,688 1,872 2,044 2,176 2,260 2,457 2,595 226.2%
静　岡 1,491 1,505 1,767 1,957 2,110 2,280 2,517 2,729 2,958 3,129 3,358 225.2%
愛　知 1,402 2,301 2,151 2,321 2,749 2,780 3,054 3,313 4,142 4,968 5,675 404.8%
三　重 732 870 978 1,062 1,109 1,316 1,446 1,545 1,619 1,621 1,939 264.9%
滋　賀 554 644 730 776 881 974 1,044 1,137 1,187 1,182 1,290 232.9%
京　都 315 360 333 326 464 1,487 1,613 1,780 1,894 2,043 2,152 683.2%
大　阪 3,515 3,782 4,327 4,291 5,377 5,106 7,027 7,474 7,292 8,066 8,092 230.2%
兵　庫 1,976 2,128 2,376 2,766 3,137 3,488 3,959 4,255 4,568 4,970 5,354 271.0%
奈　良 645 693 713 791 901 1,014 1,113 1,198 1,261 1,306 1,421 220.3%
和歌山 463 489 509 590 637 696 764 784 862 885 955 206.3%
鳥　取 511 557 578 654 681 687 706 746 724 780 820 160.5%
島　根 516 551 605 641 657 675 716 748 791 811 845 163.8%
岡　山 1,408 1,508 1,632 1,789 1,912 1,939 2,170 2,292 2,414 2,490 2,621 186.2%
広　島 1,741 1,946 2,084 2,270 2,440 2,563 2,727 2,975 3,113 3,372 3,496 200.8%
山　口 728 815 928 1,011 1,076 1,170 1,241 1,305 1,366 1,416 1,486 204.1%
徳　島 717 724 802 835 882 999 1,012 1,045 1,064 1,135 1,203 167.8%
香　川 633 682 774 865 873 1,017 1,099 1,139 1,193 1,266 1,341 211.8%
愛　媛 772 733 850 909 1,006 1,123 1,260 1,347 1,392 1,447 1,540 199.5%
高　知 592 662 727 796 796 834 860 888 976 1,015 1,023 172.8%
福　岡 2,933 3,205 3,548 3,795 4,213 4,509 4,744 4,961 5,433 5,757 6,109 208.3%
佐　賀 587 637 711 747 843 958 986 1,046 1,055 1,128 1,146 195.2%
長　崎 640 829 906 976 1,138 1,236 1,329 1,459 1,505 1,625 1,630 254.7%
熊　本 1,135 1,169 1,359 1,535 1,668 1,827 1,915 1,976 2,104 2,294 2,314 203.9%
大　分 877 980 1,010 1,110 1,124 1,232 1,289 1,343 1,402 1,411 1,464 166.9%
宮　崎 820 919 1,018 1,100 1,163 1,238 1,281 1,339 1,397 1,429 1,445 176.2%
鹿児島 884 992 1,076 1,165 1,280 1,394 1,386 1,575 1,634 1,754 1,850 209.3%
沖　縄 499 586 603 634 644 664 779 880 1,021 1,049 1,118 224.0%
※厚生労働省「衛生行政報告例」より

（資料１２）
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就業歯科衛生士率（人口10万対）　推移

平成8年 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年
増加率

(H28/H8）
全　国 44.9 48.5 53.1 57.5 62.4 68 75.5 80.6 84.8 91.5 97.6 217.4%
北海道 52.9 57.4 60.9 66.2 71.2 78.7 85.3 91.1 94 102.3 109.1 206.2%
青　森 25.4 27.9 30.4 34.2 36.7 45.4 50.2 51.2 59.5 61.5 67.3 265.0%
岩　手 43 43.4 48.4 51.7 51.5 90.7 67.5 68.3 73.8 79.7 81.2 188.8%
宮　城 35.2 36.6 39.3 42.3 43.3 48.6 56.6 62.1 65.9 71.7 79 224.4%
秋　田 51 54 57.9 61.9 66.7 72.4 74.6 80.6 86 89.4 99.8 195.7%
山　形 43.8 47.7 53.3 58.5 64.9 69.4 80.1 88.9 91.4 98.6 101.8 232.4%
福　島 32.2 35.9 40.9 43.8 45.6 52.2 57.4 62.6 59.5 68.6 73.4 228.0%
茨　城 29.6 32.8 36.5 39.7 44.5 49.7 57.3 62.3 67.5 70.3 75 253.4%
栃　木 42.9 45.6 51 55.9 58.6 63 66.7 72.4 76.1 82.6 85.8 200.0%
群　馬 47 51.6 56.9 62.3 66.5 71.9 81.5 87.8 95.7 98.1 104 221.3%
埼　玉 32.8 33 39.1 42.1 46.4 51.8 56.6 62.1 65.6 71.8 79.9 243.6%
千　葉 27.7 29.8 35.7 42.1 44.3 48.2 58.3 60.1 65.1 72.9 79.6 287.4%
東　京 53.7 53.5 59 63.7 65.1 68.1 78.6 81.4 81.8 87.2 95.1 177.1%
神奈川 46.7 48.3 53.2 57.8 59 62.9 67.5 74.1 75.6 83.8 86.7 185.7%
新　潟 58.9 64.3 68.7 74.2 79.2 86.1 93.1 99.3 105.5 110.5 114.9 195.1%
富　山 53.3 56.6 61.2 66.2 72.2 75.1 82.1 87 91.3 94.5 99.8 187.2%
石　川 52.4 56.1 55.4 54.2 63.3 59.8 71.8 73.2 73.5 83.9 89.3 170.4%
福　井 40.7 47.1 46.8 50.2 56.4 60.4 69 73.7 78.8 80.8 89.3 219.4%
山　梨 56.2 60.8 63.7 70.3 75.5 77.2 87 92.8 104.6 111.4 120.5 214.4%
長　野 60.2 64.9 65.6 75.3 79.9 87.4 95.8 102.3 105.3 111.5 117.1 194.5%
岐　阜 54.4 59.2 64.7 70.3 80 88.9 97.3 104.6 109.7 120.4 128.3 235.8%
静　岡 39.8 39.9 46.9 51.7 55.6 60 66.2 72.5 79.2 84.5 91.1 228.9%
愛　知 20.3 33 30.5 32.6 38.2 38 41.3 44.7 55.8 66.6 75.6 372.4%
三　重 39.6 46.7 52.7 57.1 59.5 70.3 77.1 83.3 88 88.8 107.2 270.7%
滋　賀 42.7 48.7 54.4 57.1 64.2 70.1 74.5 80.6 83.9 83.5 91.3 213.8%
京　都 12 13.7 12.6 12.3 17.6 56.3 61.4 67.5 72.2 78.3 82.6 688.3%
大　阪 39.9 43 49.1 48.7 61 57.9 79.8 84.3 82.3 91.3 91.6 229.6%
兵　庫 36.5 39 42.8 49.6 56.1 62.4 70.9 76.1 82 89.7 97 265.8%
奈　良 44.8 47.9 49.4 55 63 71.6 79.3 85.5 90.7 94.9 104.8 233.9%
和歌山 42.9 45.4 47.6 55.6 60.7 67.7 75.5 78.2 87.2 91.1 100.1 233.3%
鳥　取 83.2 90.6 94.3 106.9 111.8 113.7 118.7 126.7 124.4 135.9 143.9 173.0%
島　根 67 71.9 79.4 84.7 87.7 91.6 98.8 104.3 111.9 116.4 122.5 182.8%
岡　山 72.1 77 83.7 91.6 98 99.2 111.4 117.8 124.7 129.4 136.9 189.9%
広　島 60.4 67.5 72.4 78.9 84.8 89.1 95.1 104 109.3 119 123.2 204.0%
山　口 46.9 52.8 60.7 66.6 71.5 78.9 84.8 89.9 95.5 100.6 106.6 227.3%
徳　島 86.2 87.1 97.3 101.8 108.5 124.1 127.5 133 137.1 148.6 160.4 186.1%
香　川 61.6 66.3 75.7 84.7 85.8 100.8 109.6 114.4 120.6 129.1 138 224.0%
愛　媛 51.3 48.8 56.9 61.2 68.1 76.9 87.3 94.1 98.4 103.7 112 218.3%
高　知 72.6 81.5 89.3 98.3 99.1 105.7 111.3 116.2 129.8 137.5 141.9 195.5%
福　岡 59.2 64.3 70.7 75.3 83.3 89.2 93.9 97.8 106.8 113.1 119.7 202.2%
佐　賀 66.3 72.1 81.1 85.5 96.9 111 115.2 123.1 125.1 135.1 138.4 208.7%
長　崎 41.5 54.2 59.7 64.8 76.1 84.3 92.3 102.3 106.9 117.2 119.2 287.2%
熊　本 61 62.7 73.1 82.6 90.1 99.5 105.2 108.7 116.4 127.9 130.4 213.8%
大　分 71.3 79.8 82.7 91.1 92.5 102.2 107.4 112.2 118.3 120.5 126.2 177.0%
宮　崎 69.7 78.1 87 94.3 100.1 107.8 112.8 117.9 124.1 128.3 131.8 189.1%
鹿児島 49.3 55.4 60.2 65.5 72.4 80 80.7 92.3 96.7 105.2 113 229.2%
沖　縄 38.9 45 45.7 47.3 47.4 48.5 56.6 63.2 72.5 73.8 77.7 199.7%
※厚生労働省「衛生行政報告例」より

（資料１３）
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１．「設置構想についての人材需要アンケート調査」概要 

大手前短期大学が 2020 年度に設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」における人材需要の見通しを測定

するために、「設置構想についての人材需要アンケート調査」（無記名式）を計 1,284 箇所に送付した。計

285 件の有効回答（アンケート調査用紙）を回収の上で集計した結果、8 割超の 244 箇所が「歯科衛生学

科」の養成する人材と学科特色を評価し、7 割近い 190 箇所が卒業生を「採用したい」とした上で計 281
人の採用意向を示した。

調査対象

大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の卒業生採用が見込まれる兵庫県の歯科ク

リニック・診療所をはじめ、近畿圏の病院（口腔外科・歯科を設置）、社会福祉施設

（高齢者施設など）、公的機関（兵庫県内の地方自治体）、企業（口腔ケア用品の製造・

販売、医療用品の製造・販売または商社、歯科器材の製造・販売など）など、計 1,284
箇所を依頼対象とした。

調査内容

 問 1～2：回答元の基本情報（施設種類・業種、所在地）

 問 3～7：歯科衛生士の勤務・採用状況、歯科衛生士の充足状況ならびに今後の

採用見込み、採用時に重視する能力

 問 8～9：大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の養成する人材像・学科特色

への評価、卒業生の採用見込み

 問 10：大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」に関する意見・要望

以上、全 10 問で主に選択肢式。一部記述を含む。

調査時期 2018 年 11 月～2019 年 2 月 

調査方法
調査対象先の採用担当者宛にアンケート調査用紙 1 部・依頼状・返送用封筒を送付

した。ご協力いただける場合、回答済のアンケート調査用紙をご返送いただいた。

回収件数 有効回答数 285 件（配布 1,284 件に対し、回収率 22.2%） 

→ 配布した「設置構想についての人材需要アンケート調査」用紙は 21 ページ【添付資料】参照。 
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２．「設置構想についての人材需要アンケート調査」集計結果 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ 貴医院・貴施設・貴社についてあてはまるものをお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  歯科クリニック・診療所 227 79.6% 

2.  診療所（歯科以外含む） 3 1.1% 

3.  病院 9 3.2% 

4.  社会福祉施設 11 3.9% 

5.  公的機関 17 6.0% 

6.  企業 17 6.0% 

7. その他 0 0.0% 

 （無回答） 1 0.4% 

 合計 285 100.0% 
   

 
問２ 貴医院・貴施設の所在地または貴社の本社所在地をお答えください。 

（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  兵庫県 261 91.6% 

2.  大阪府 12 4.2% 

3.  京都府 1 0.4% 

4.  奈良県 2 0.7% 

5.  滋賀県 0 0.0% 

6.  和歌山県 0 0.0% 

7. その他 8 2.8% 

 （無回答） 1 0.4% 

 合計 285 100.0% 
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問３ 貴医院・貴施設・貴社において勤務されている歯科衛生士の人数、またそのうち 2018 年度に採用された 
新卒の歯科衛生士の人数をお答えください。
（歯科衛生士が勤務されている場合のみ人数をご記入ください） 

回答人数 回答数 人数合計

0 または無回答 41 0 

1 36 36 

2 47 94 

3 43 129 

4 46 184 

5 17 85 

6 13 78 

7 12 84 

8 10 80 

9 4 36 

10 5 50 

11 1 11 

12 1 12 

15 3 45 

16 2 32 

21 2 42 

30 1 30 

606 1 606 

合計 285 1,634 

うち、2018 年度採用の新卒の歯科衛生士（歯科衛生士が勤務するとした 244 箇所中） 

回答人数 回答数 人数合計

0 または無回答 172 0 

1 46 46 

2 15 30 

3 6 18 

4 3 12 

6 2 12 

合計 244 118 
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問４ 貴医院・貴施設・貴社における歯科衛生士の充足状況についてお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 大きく不足している 52 18.2% 

2. やや不足している 117 41.1% 

3. 適度に充足している 84 29.5% 

4. 過剰である 0 0.0% 

5. わからない 27 9.5% 

（無回答） 5 1.8% 

合計 285 100.0% 

問５ 貴医院・貴施設・貴社において今後 4 年間で、歯科衛生士の採用を検討されていますか。 
（あてはまるもの一つにチェックの上、「検討している」場合はその理由をお答えください） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 検討している 220 77.2% 

2. 検討していない 57 20.0% 

（無回答） 8 2.8% 

合計 285 100.0% 

「検討している」とご回答された場合、理由として最もあてはまるもの一つにチェックをお願いします。 

選択項目 回答数 構成比 

1. 定期採用 85 38.6% 

2. 欠員補充 104 47.3% 

3. その他 25 11.4% 

（無回答） 6 2.7% 

合計 220 100.0% 

問６ 貴医院・貴施設・貴社における今後の歯科衛生士の新卒採用についてお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

選択項目 回答数 構成比

1. ４年制大学の卒業生を中心に採用していきたい 6 2.1% 

2. 短期大学の卒業生を中心に採用していきたい 8 2.8% 

3. 専門学校の卒業生を中心に採用していきたい 4 1.4% 

4. 大学、短期大学、専修学校の卒業生をバランスよく採用していきたい 12 4.2% 

5. 採用は人材次第なので、特にこだわらない 223 78.2% 

6. わからない 23 8.1% 

（無回答） 9 3.2% 

合計 285 100.0% 
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問７ 貴医院・貴施設・貴社における歯科衛生士の採用にあたり、有していることが望ましいと 
思われる能力等についてお答えください。 
（それぞれ、あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

（1）社会に暮らす人々の多様性を理解・受容し、コミュニケーションを円滑に行うことができる。 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大いに必要である 213 74.7% 

2.  必要である 60 21.1% 

3. あまり必要ではない 0 0.0% 

4. まったく必要ではない 0 0.0% 

5. わからない 6 2.1% 

（無回答） 6 2.1% 

 合計 285 100.0% 

（2）多少の困難では挫折しない、精神的・肉体的な強さを有している。 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大いに必要である 118 41.4% 

2.  必要である 150 52.6% 

3. あまり必要ではない 4 1.4% 

4. まったく必要ではない 0 0.0% 

5. わからない 8 2.8% 

（無回答） 5 1.8% 

合計 285 100.0% 

（3）歯科衛生の専門的知識・技術についての基礎的な資質・素養を備えている。 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大いに必要である 104 36.5% 

2.  必要である 154 54.0% 

3. あまり必要ではない 11 3.9% 

4. まったく必要ではない 2 0.7% 

5. わからない 8 2.8% 

（無回答） 6 2.1% 

合計 285 100.0% 

（4）歯科衛生の専門的知識・技術についての高度な資質・素養を備えている。 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大いに必要である 32 11.2% 

2.  必要である 125 43.9% 

3. あまり必要ではない 98 34.4% 

4. まったく必要ではない 12 4.2% 

5. わからない 10 3.5% 

（無回答） 8 2.8% 

合計 285 100.0% 
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（5）豊かな感性を持ち、幅広い知識・教養を身につけている。 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大いに必要である 83 29.1% 

2.  必要である 166 58.2% 

3. あまり必要ではない 22 7.7% 

4. まったく必要ではない 0 0.0% 

5. わからない 7 2.5% 

（無回答） 7 2.5% 

 合計 285 100.0% 

 

（問７の）(1)～(5)以外に有していることが望ましいと思われる能力等があれば、ご記入ください。 

※ 85 箇所から回答を得た。以下、回答内容を掲載（原文通り）。順不同。【】内は【施設種類 / 所在地】を示す。 

1. コンピュータの基本操作に精通していること【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

2. ①患者さんの立場に立って物事を考える能力 
②仕事仲間との協調性や業務に対する向上心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

3. 指示されて動くのでなく自動できる【病院/兵庫県】 

4. 他のスタッフと協調できるよう（性格に？の方はパス）【診療所（歯科以外含む）/兵庫県】 

5. 最初から知識・技術を高度なレベルで取得している必要はないが、学ぶ心・目指すものは必要であると考えています。【歯科クリニック・診療

所/兵庫県】 

6. 患者さんとのコミュニケーション能力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

7. 他スタッフと協調性のある方が望ましい。長期勤務してくれる方を必要としている。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

8. 思いやり（患者だけでなく、職場の人達やまわりの人に対して）【診療所（歯科以外含む）/兵庫県】 

9. 向学心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

10. ホスピタリティーな精神、素直さがあれば技術力の高さは関係ない 
各医院、施設にて教育、養成することができる。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

11. 自分で考えて行動する積極性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

12. 明るい、素直、勉強好き【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

13. 医療人としての患者さんを治してあげるではなく、心からよりそうことのできる人材【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

14. 自分自身を知っている事、又は知ろうとする気持ち【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

15. 協調性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

16. 職場環境に適応性があること。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

17. ・自分の仕事に誇りを持って高みを目指す 
・人を思いやる気持ち【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

18. 何事にも一生懸命に素直に取り組める能力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

19. 笑顔ができる【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

20. 素直さ【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

21. 歯科医療に対する重要性と誇りを自覚している。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

22. 
患者様の気持ちに寄り添える「思いやり」とても大切です。 
又、チームでの仕事なので「他の方の悪口を言う方」、「不平不満の多い方」は採用しません。 
知識・技術以上に人間性が大事と思っています。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

23. 仕事というものに対する考え方、社会人としての心構え。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 
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24. 協調性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

25. 優しさ 患者さんを大事にする心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

26. 前向きで向上心のある方【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

27. 礼儀、マナー、接遇、協調性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

28. 大人として他人とコミュニケーションをとれること、”働く”という意識責任をもっていること【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

29. 適応能力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

30. 向上心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

31. 素直な姿勢、笑顔がどんな知識・技術よりも大切だと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

32. スタッフ同士を尊重し、協調性が必要。医療人としてのプロ意識【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

33. 歯科衛生士として知識・技術の更新、研鑽を行う資質（心構え）を備えている【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

34. 何事にも努力する前向きな気持ち【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

35. とくにありません【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

36. 社会的使命感・他者を思いやる心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

37. 自分を高める志【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

38. 他職種の人とも接する事が多い為、協調性が必要と思われます。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

39. 素直さ【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

40. 他の方からの助言などをきちんと聞こうとする素直さ 
上記（１）～（５）がなくても良いので「素直さ」が必要です。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

41. 専門的な知識に関しては、教育することが出来ますが、人とのコミュニケーションスキルや忍耐力等は備わっていて欲しいです。【歯科クリ

ニック・診療所/兵庫県】 

42. 様々な患者さんに合わした柔軟な対応力。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

43. 社会人としての一般常識【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

44. 
部活やイベントでの成功体験 
何かに熱心に取り組む経験 
主体性の大切さ、人間関係の技術【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

45. 優しさ・思いやり【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

46. お互いがお互いを思いやる心 
（スタッフ間や患者との関係など）【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

47. ・基本的な挨拶や礼儀を身につけていること 
・心身ともに健康であること【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

48. 協調性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

49. スタッフや患者との協調性です。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

50. 
・報、連、相ができる 
・優先順位が瞬時に判断できる 
・時間の大切さ、概念がわかっている【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

51. 自分とは異なる立場の人間の痛みや苦痛を理解する想像力、もしくは想像しようという努力の心がけ【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

52. 思いやりや気遣いなど、社会の中では一人一人が対人影響力をもたらしますが、良い方の影響力を備えておられることが望ましいと思いま

す。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

53. 医療ですが接客業的要素が大きいと思っていますので、コミュニケーション能力が大切なのではないかと考えます。【歯科クリニック・診療所

/兵庫県】 

54. 他の人の事を思い遣りができる事が必要かと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

55. 向上心。卒後の継続的な学習意欲。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

56. ・人の気持ちになり、物事を考えられる人間性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

57. これから社会人として、成長していく過程における謙虚さ及び柔軟性【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

58. 正直さ【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 
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59. 社会人としての常識を備えていること（あいさつや敬語など）【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

60. 状況に応じた判断力、機転の効かせ方【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

61. 歯科医に対して反対意見を言わないこと。自分の考えで勝手にすすめないこと。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

62. 物事に対峙する時の真摯な態度【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

63. 明るく ほがらかであること【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

64. 人の痛みがわかる優しい人【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

65. 向上心を持って業務に取り組む姿勢【病院/兵庫県】 

66. 他のスタッフや他職種と協力しあうこと、患者の助けとなることを「喜び」「やりがい」と感じることができる【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

67. Kr と同じ目線の高さで接する事ができる事【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

68. 自立性・協調性・自発性【社会福祉施設/大阪府】 

69. 医療に関わる者としてのその適応能力（テスト）や人としての常識があるかどうか、とても重要だと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫

県】 

70. 周囲の状況を適格に判断して適切に言動できること。 
気配り。何をすべきかを考えられる能力。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

71. 歯科衛生士も人間性が必要な時代に突入しています。人としてまず話ができ、患者さんの求めることを感じとることができる人に当院では来

て頂きたいです。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

72. 在宅歯科医療におけるオーラルマネジメント対応力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

73. 周りが見えている。 
気がつかえる。敬語が使える。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

74. プレゼン能力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

75. 常識、マナー【歯科クリニック・診療所/大阪府】 

76. 仕事に対する熱意【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

77. ホスピタリティー精神を有する方であれば医療人としてすばらしい能力だと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

78. 社会人としての常識 
はたらくということ、雇用されているということに対する常識【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

79. 協調性を有している方が望ましいと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

80. 協調性（歯科医院ではチームワークが重要なので）【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

81. 常識・思いやり・行動力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

82. 仕事を楽しむ能力【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

83. 向上心【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

84. 礼儀正しさ、マナー、バランス感覚【公的機関/兵庫県】 

85. スタッフ間の協調性が必要で、コミュニケーションがとれて明るく誰とでも話しができるような方が望ましい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 
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問 8 以降は、大手前大学「歯科衛生学科（仮称）」の概要を見た上での回答を求めた。 

   
問８ 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」の養成する人材像、学科特色についての評価をお答えください。 

（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  大変評価する 152 53.3% 

2.  ある程度評価する 92 32.3% 

3. あまり評価しない 2 0.7% 

4. 全く評価しない 0 0.0% 

5. わからない 32 11.2% 

 （無回答） 7 2.5% 

 合計 285 100.0% 

 
問９ 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」が養成する人材(歯科衛生士)を、貴医院・貴施設・貴社 

において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したい 190 66.7% 

2.  採用しない 8 2.8% 

3. わからない 80 28.1% 

 （無回答） 7 2.5% 

 合計 281 100.0% 

「採用したい」とした 190 箇所の施設等種類別（問 1 結果別）内訳は、「歯科クリニック・診療所」183 箇所のほか、 

 「診療所（歯科以外含む）」1 箇所、「病院」3 箇所、「社会福祉施設」1 箇所、「企業」2 箇所である。 

 

（問９ で）「採用したい」とご回答された場合、よろしければ採用可能な人数をお答えください。 

提示人数 回答数 人数合計 

  １人 93 93 

  ２人 66 132 

  ３人 9 27 

  ４人 3 12 

  ５人 2 10 

  ７人 1 7 

 （無回答） 16 - 

 合計 190 281 

人数合計 281 人の施設等種類別（問 1 結果別）内訳は、「歯科クリニック・診療所」273 人のほか、 

 「診療所（歯科以外含む）」1 人、「病院」3 人、「社会福祉施設」1 人、「企業」3 人である。 
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問 10 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」について期待される点、ご要望等がありましたら、 
ご自由にご記入ください。（自由記述となります） 

※ 84 箇所から回答を得た。以下、回答内容を掲載（原文通り）。順不同。【】内は【施設種類 / 所在地】を示す。 

1. 一般教養と社会人としてのマナーを備えた人材を育成していただきたい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

2. 
即戦力になる衛生士を送り出して下さい。 

口腔内写真撮影、TBC、PTC、PMTC、シャープニング、スクリーニング、SRPについて実践できる卒業生を期待しま

す。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

3. 大いに期待しています【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

4. 歯科医療に役立つ人材を育てて下さい。【診療所（歯科以外含む）/兵庫県】 

5. 歯科医院は常に衛生士不足なので、できるだけ迅速に衛生士を送り出してほしい。【歯科クリニック・診療所/兵

庫県】 

6. 
全身の健康管理におけるヒューマンケア能力の育成について大変共感します。今後日本において口腔ケアが今よ

りも更に期待されると思うが、その中で全身管理は必須項目となるので、より力を入れていきたいと考えていま

す。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

7. 患者さんの立場に立った歯科衛生士を育成して頂きたいと思っております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

8. 
現状の歯科衛生士学校は、知識・技術優先の教育になっていると思います。これからの医療で求められる人材は、

コミュニケーション能力（聞く技術・伝える技術）が大いに必要と思われます。 

こちらを充分に教育頂けましたらと思っております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

9. 
衛生士としての能力は仕事に入ってからでも十分に成長すると考えています。大学では医療にたずさわる仕事に

つくという事をしっかり教えて頂き、人間力をアップさせて頂ければと思います。【歯科クリニック・診療所/兵

庫県】 

10. 

兵庫県に歯科衛生士学校が増えてとても喜ばしいです。最近の子は問７の１，２が欠けている方が多いように思

います。 

そのあたりも学生生活の中で（実習等で）習得してもらえると、就職した後も長く勤めて色んな事を習得できる

のではないかなと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

11. 
他の学校にはないことを取り入れ養成していただきたい。 

（ホスピタリティーとコミュニケーション能力が高い人材を養成していただけることに期待しております）【歯科

クリニック・診療所/兵庫県】 

12. 小さな役場ですので、現在歯科衛生士さんはいません。また採用予定はありません。【公的機関/兵庫県】 

13. 

現在歯科界では予防中心の医療を行うことで国民の口腔健康の向上を掲げていますが、その担い手である歯科衛

生士が圧倒的に不足しています。 

従業員としてというよりも歯科医師の最大のパートナーとしての衛生士を育成してくださる事を切に期待してお

ります。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

14. 西宮で臨床と経験をつみ、御結婚されても、又御自身のライフワークにしていただきたい。【歯科クリニック・診

療所/兵庫県】 

15. 地元、西宮市歯科医師会の事業に密に関連されることを望む。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

16. 弊社は関西に１０侏歯科医院を経営しておりますので、人材にあった場所を提供可能です。ご連絡お待ちしてお

ります。【歯科クリニック・診療所/大阪府】 

17. 

最近当院ではスタッフの教育に力を入れております。 

その中で特に感じることは「何事にも素直にまじめに楽しく取り組める人はのみこみ方が早く医院を明るくする

力を持っている」ということです。 

技術的な勉強も大切ですが、是非ヒューマンスキルをきたえる為の勉強をして欲しいと思います。ヒューマンス

キルをきたえることが学びだけでなく、人生を楽しく過ごすことに大きな役割をはたすことを是非おしえてあげ

て欲しいと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

18. 技術・知識は勤務後につける事ができるので、人と話をする、受け答えをしっかりする、ホウ・レン・ソウが素

直にできる子を育てる事が一番大切だと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 
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19. 実習先等お声がけ頂ければ幸いです。どうぞよろしくお願い致します。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

20. 口腔ケアやオーラルリハビリテーションに対する実習を充実させてほしい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

21. 在学中に「働くこととは」について、本人達に考えて頂き、社会に出て欲しいです。 

又、社会人としての最低限のマナーについても教えて頂けると有難いです。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

22. 
お世話になります。歯科という業態では歯科衛生士の果たす役割は大きく、なくてはならない存在であります。 

貴大学において、その人材を育成されるということは大変すばらしいことだと思います。当院では微力ながら、

歯科衛生士の育成に貢献できればと思っております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

23. 早く設立されることを希望しています【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

24. 歯科衛生士は医院にとって不可欠なものなので優秀な衛生士を育てて頂き、採用したいと思っています。【歯科ク

リニック・診療所/兵庫県】 

25. 口腔ケアーを通して社会に貢献出来る人材育成を期待します。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

26. 国家試験に合格するための勉強はもちろん必要であると考えます。一方で DHとして、エビデンスベースとして最

小限の知識を知ってもらいたいと考えます。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

27. 

歯科業界での慢性的な衛生士不足を解消していただきたい。クリニック間で取り合っているような現状であり、

求人を月に何万円をかけても応募がこない。特に兵庫県内に衛生士学校が少ないのも理由の１つかと思われるの

で、非常に期待しております。稲野キャンパス全体を衛生士学科（定員を増やして）、加えて歯科技師士学科（歯

科技師士も大いに不足していると感じております）にしてもいいくらいかと思います。 

臨床実習生の受け入れ先になる等協力できることはさせて頂きたいです。応援しています。【歯科クリニック・診

療所/兵庫県】 

28. 衛生士不足は顕著です 

是非設立願います【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

29. 従来の歯科医療に加え、先進医療や他職種と連携できるだけの知識や技術を習得できる衛生士の育成。【歯科クリ

ニック・診療所/兵庫県】 

30. 
歯科衛生士は歯科、日本国民（2025年問題、介護）のためかなり重要必須な職業です。 

学生時代より一人の人間として勉学はもちろん、チームとして人の役に立つことを自ら探せる人材を求めます。

笑顔で素直に。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

31. 阪神間の中核をなす学部になる事を期待しており、応援しております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

32. 人間的に明るく、健康で、思いやりのある歯科衛生士さん（社会人）となるような教育して欲しいです。技量等

はあとからついてくると思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

33. 口腔環境の改善により全身健康状態へアプローチとなる事で社会貢献も高く、やりがいのある職業である事をお

伝え頂きたいと思っております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

34. 歯科衛生学を含め、このような学問に積極的に携わり、臨床においては仕事に従事する十分な責任感を養ってほ

しい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

35. 衛生士のスキルよりも人間の基礎的部分（まさにコミュニケーション）を大事にして育成して頂けるとうれしい

です。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

36. 人間性豊かな人を育てて下さい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

37. 総合大学の歯科衛生士学科なので、幅広い知識を持った歯科衛生士を輩出していただきたい。【歯科クリニック・

診療所/兵庫県】 

38. 既存の歯科医療への概念を捨て、今後本当に日本の歯科医療に何が必要なのかを広い視点で見せてあげて下さい。 

応援しております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

39. 

ぜひ現実化して頂きたいです！ 

現在歯科衛生士さんの採用は５～１０倍だと言われています。当院も関西全ての学校に５年間募集し続けていま

すが、採用出来ていません。取り合い状態です。給料もほとんど２５万円以上で恵まれていると思います。 

期待しています。もし現実化するなら、当院を実習先医院として使って頂いて構いません。 

【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

40. 医療人として最低限の見た目（茶髪、派手なメイクなど）を気にすることのできる人材を育ててほしい。【歯科ク

リニック・診療所/兵庫県】 
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41. 大阪の中津駅から、神戸の花隈駅に間に衛生士学校がなかったので、開校されること、歓迎しています。衛生士

を目指す学生が一人でも多くなることを望んでいます。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

42. 

医療の世界は厳しく、自信をなくしてしまう歯科衛生士も多く、同じところに勤め続けていなかったり、違う仕

事をしている人も多い。 

自己概念を高めたり、選択理論心理学など、人生に役立つ能力の開発を若い時から学んでいると良いと思う。 

むし歯・歯周病のほとんどは予防できるものであり、その予防の中核を担う職業が歯科衛生士である。健康教育

を通じて、むし歯・歯周病のない健康な歯を８０才まで２８本残して、世の中の健康寿命を伸ばして、歯科衛生

士がなりたい職業の上位になる社会にしていきたいです！【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

43. 学院で就職説明会などの機会を与えて欲しい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

44. 礼儀や一般教養 

末永く”歯科”に興味を抱き続けられるような教育【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

45. 歯科衛生士である前に一人に人間として、上記問７のような人を育ててほしい。【歯科クリニック・診療所/兵庫

県】 

46. 
・パソコン技術（ワード、エクセル、パワーポイント） 

・新聞を読む 

・本を読む（小説ではない）【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

47. プロ意識の高い歯科衛生士さんの育成を期待しております。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

48. 
衛生士不足でたいへん苦労しているので新設されることはたいへんたすかります。 

衛生士の養成と卒後の就職サポート（新卒 DHが就職する際に求人票だけでが不安だと思いますので、医院による

プレゼンの場を秋にぐらいに作っていただけたらと思います）【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

49. 歯科業界のおもしろさ、自分の能力次第で開拓できるという考え方など、希望を持てる教育を期待しています。

【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

50. 
兵庫県に歯科衛生士学校がなくなり、人手不足です。 

ぜひ多くの人材を育成してほしい。アルバイト（歯科助手）さんとしてもぜひ派遣して下さい。 

技術的なことより人間として、人として育成してほしい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

51. 
阪神地域の歯科衛生士学科が少なかったので、この地域の有資格者に期待しています。 

待遇面において、看護士についでめぐまれていること等のプロパガンダを学生に対しておこなっていただき、定

員割れせず入学、卒業、国試合格させていただきたいと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

52. 

是非歯科衛生士学科の開設を実現させて頂きたく思います。歯科衛生士はやりがいが十分にある職業だと思いま

すが歯科医院数に対して絶対数が不足しています。 

結婚、出産のタイミングでお仕事をお辞めになる方も多いのが現状です。当院では産後の復職するスタッフも多

く在籍しております。 

貴校でも資格をとるまでの教育に留まらず、一生涯のやり甲斐のある職業として学校でお話頂き、そういう歯科

衛生士が増えることに期待しております。 

よろしくお願い致します。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

53. もし可能なら実習施設にして欲しいです。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

54. 

対人での仕事になりますので、大学等でのサークル活動や他学部の方との触れあいは仕事にもプライベートにも

後に大きく役立つと思います。 

貴大学のように小さい頃からも教育に経験がある教育機関であれば有望な人材を育成できると思います。 

【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

55. チャレンジ精神旺盛な人材を育てて下さい【企業/大阪府】 

56. 

昨今開業医院での歯科衛生士不足が深刻であるため、貴大学の歯科衛生士学科の設立には大変興味があります。 

あまり高度な技術や資格を取得されると、一開業医院へ就職しなくなるのではという懸念がおきてきます。実務

は就職してから十分に身につきますので、とりあえずどんどん衛生士の数を増やして欲しいというのが開業医院

の考えるところであります。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

57. 問７における項目、及びこれから社会人としていろいろなことを覚えていくことに対する積極性を養っていける

ような教育を期待したいです。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

58. 
基礎的な事項は身につけさせて欲しいです 

医療は失敗が許されない職場となるので、ある程度厳しく指導してもらった方が、覚悟をもって仕事にとりくん

でいただけるのではと考えます。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 
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59. 学生さんのアルバイトは将来を考え、歯科医院をお勧めします。大学で専門的知識を学ぶ上で、見て学ぶことは

大事です。実習に入る時に自信が持てると思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

60. 人の目を見て、しっかりと話せること 

自分の意見をもちつつも、組織に合わせられること。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

61. 

専門的知識をもっていることは大切ですが、みなさん（患者さん、もともといるスタッフ、地域の人）と仲良く

なれることが一番大切だと感じています。 

コミュニケーションはこれからもずっと大切なことです。そんな衛生士をめざしてほしいです。【歯科クリニック・

診療所/兵庫県】 

62. 

衛生士という仕事は人の健康に貢献できる大切な仕事であるが、現在当院だけでなく多くのクリニックで人材不

足は慢性化している。当院では子育てが一段落した４０代以上のパートさんがメインで活躍しているが、若手が

不在である。今後の歯科に求められる社会的ニーズにも答えることができる若手 DH の育成を期待したい。【歯科

クリニック・診療所/兵庫県】 

63. 
新卒の衛生士さんに是非働いて頂き、育成に力を注いでいきたいと考えています。 

若い世代の衛生士さん達が歯科にもっと貢献していくために協力できると嬉しいです。【歯科クリニック・診療所

/兵庫県】 

64. 地域医療に多いに期待しています。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

65. 

結婚や出産でいったん離れてしまってもまた復職したいと考える人材を育ててほしい。 

ほんとうの DH の仕事のやりがい、楽しさを知ることができるような実習先・講師陣をそろえてほしい。 

DH は数年でやめていく、入れかわるものと考える講師、教育ではそれは伝わらないと思うので。【歯科クリニッ

ク・診療所/兵庫県】 

66. 歯科先進国の衛生士と同様の質を備えた人を育てて下さい。【企業/その他】 

67. 
当施設では歯科衛生士の配置は絶対的ではありませんので採用予定はありませんが、専門職の大卒が多くなるこ

とは、知識レベルだけではなく私生活で経験値 up を期待しています。知識と教養の向上を望みます。【社会福祉

施設/大阪府】 

68. 昨今、DHの需要がありますが不足しているのが現状です。大変重要な職業のひとつであるので、貴大学にて立派

な素敵な DHが１人でも多く育つのを楽しみに待っています。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

69. 専門的な知識はもちろんの事、歯科衛生士としての資質も学生の間に身につけて欲しいと思います。【歯科クリニ

ック・診療所/兵庫県】 

70. 
患者さんに喜んでもらえることが医療人として最高の喜びであることを生徒さんに教えて欲しいです。実習や実

地では始める前に”最初はできないけど当たり前”と伝えて、落ちこまないようにしてあげて欲しいです。【歯科

クリニック・診療所/兵庫県】 

71. 資質をのばすこと、技術を学ぶことも大事ですが、歯科衛生士となっても謙虚な気持ちを持って働けるような方

を育てて頂けるよう貴校に期待いたします。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

72. 歯科衛生士を特に必要としない業種であるため上記のような回答となっております。【公的機関/兵庫県】 

73. 専門学校との差別化【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

74. 

当院は本院が篠山市にあり兵庫県の北部の地域でも歯科衛生士になりたいという学生が多くいます。ただ専門学

校や大学に大阪方面へ交通の関係上通っていかざるを得ない状況です。 

貴学の歯科衛生学科が新設されれば兵庫県北部及び京都府南部（丹波市・福知山市）の学生にとってもっと身近

な職業になり得るのではないかと思います。大阪でも有名な大手前短期大学ですので保護者や学生から支持され

ることは言うまでもないので兵庫県の歯科衛生士を志望する学生の力になって下さい。【歯科クリニック・診療所

/兵庫県】 

75. 

近年はたらく若者の質の低下が目立ちます。 

歯科業界に限った話ではないが、歯科の医療現場においては人間の体を扱うことを考えるとその意識が非常に求

められるため、知識や技術よりもそういった面の教育を重要視していただきたい。【歯科クリニック・診療所/兵

庫県】 

76. 歯科医院ではチームワークが重要であると思いますので、協調性のある歯科衛生士さんが育つ教育を行う大学を

希望します。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

77. 向上心があり、協調性も備えている歯科衛生士さんが育つ様な学校教育を期待しています。【歯科クリニック・診

療所/兵庫県】 
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78. 向上心・調和・コミュニケーションのとれる衛生士さんの養成を期待しています。【歯科クリニック・診療所/兵

庫県】 

79. 就活サイトなどで人材をみたい。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

80. 阪神地区で働く歯科衛生士を多数輩出して頂きたいと思います。【歯科クリニック・診療所/兵庫県】 

81. 人に「寄り添える」という人材が少ない最近の現象かと思われます。 

寄り添うという観点からの教育を要望いたします。【公的機関/兵庫県】 

82. 狭い室内での仕事で一日従事するので、先ずあかるくて元気な学生を期待します。【歯科クリニック・診療所/兵

庫県】 

83. 毎年衛生士さんの採用に困っています。教育なさる人数が多い程、有難いです。【歯科クリニック・診療所/兵庫

県】 

84. 介護老人福祉施設なので、採用等については分かりかねます。【社会福祉施設/兵庫県】 
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３．「設置構想についての人材需要アンケート調査」集計結果のポイント 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 
Point 
１ 

兵庫県内の歯科クリニックはじめ、公的機関、企業、社会福祉施設、病院など、 
歯科衛生士が活躍する現場を中心とした 285 箇所が回答。 
 

大手前短期大学が 2020 年度に設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」に係る「設置構想についての人材

需要アンケート調査」において返送を得た有効回答 285 件の集計を行った。その結果、業種別でみた場

合、最も回答数が多かったのは「歯科クリニック・診療所」で 227 箇所（全体の 79.6%）であった。そ

の他 58 箇所（同 20.4%）のうち「公的機関」「企業」が各 17 箇所（同 6.0%）、「社会福祉施設」11 箇所

（同 3.9%）、「病院」9 箇所（同 3.2%）であった。所在地（企業の場合は本社所在地）については、最も

回答が多かったのは「兵庫県」261 箇所（同 91.6%）、次いで「大阪府」12 箇所（同 4.2%）、「その他」8
箇所（同 2.8%）であった。 
歯科衛生士の勤務人数は 244 箇所が 1 人以上の人数を挙げ、勤務人数の合計は 1,634 人であった。そ

のうち 2018 年度中に新卒採用したとして 1 人以上の人数を上げたのは 72 箇所で、採用人数の合計は

118 人であった。 
歯科衛生士の充足状況については、「大きく不足している」が 52 箇所（同 18.2％）、「やや不足してい

る」が 117 箇所（同 41.1％）であった。合計すると 169 箇所（同 59.3％）が歯科衛生士は不足している

との認識を示した。 
また今後 4 年間での歯科衛生士の採用については、「検討している」が 220 箇所（同 77.2％）であっ

た。そのうち、「定期採用」が 85 箇所（採用を「検討している」220 箇所のうち 38.6％）で、「欠員補充」

が 104 箇所（同 47.3％）であった。 
さらに今後の新卒採用の出身別（学歴）については、「採用は人材次第なので、特にこだわらない」と

の回答が 223 箇所（全体の 78.2%）で最も多かった一方で、「短期大学の卒業生を中心に採用していきた

い」8 箇所が、「4 年制大学の卒業生を中心に採用していきたい」6 箇所、「専門学校の卒業生を中心に採

用していきたい」4 箇所を上回った。 
 

【グラフ】回答元について 
 

業種 ＜問 1 結果より＞ 

 

 

所在地 ＜問 2 結果より＞ 

 N=285 箇所 N=285 箇所 
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勤務する歯科衛生士数および 2018 年度採用数  
＜問 3 結果より＞ 

 

 

歯科衛生士の充足状況 ＜問 4 結果より＞ 

 
 

今後 4 年間の歯科衛生士採用の検討状況 ＜問 5 結果より＞ 

 

 

今後の歯科衛生士の新卒採用について ＜問 6 結果より抜粋＞ 

 
 
 

Point 
２ 

現場が求めるのは、歯科衛生の専門的知識・技術についての基礎的な資質・素養と 
高いコミュニケーション能力を兼ね備えた歯科衛生士。 
 

歯科衛生士の採用にあたり、有していることが望ましい能力等については具体的な項目を設問で提示

し回答を得た。その結果、「社会に暮らす人々の多様性を理解・受容し、コミュニケーションを円滑に行

うことができる」は「大いに必要である」213 箇所（同 74.7%）、「必要である」60 箇所（同 21.1%）で

あった。合計すると 273 箇所（同 95.8%）が必要との認識を示した。「多少の困難では挫折しない、精神

的・肉体的な強さを有している」は「大いに必要である」118 箇所（同 41.4%）、「必要である」150 箇所

（同 52.6%）であった。合計すると 268 箇所（同 94.0%）が必要との認識を示した。「歯科衛生の専門的

知識・技術についての基礎的な資質・素養を備えている」は「大いに必要である」104 箇所（同 36.5%）、

「必要である」154 箇所（同 54.0%）であった。合計すると 258 箇所（同 90.5%）が必要との認識を示

した。「歯科衛生の専門的知識・技術についての高度な資質・素養を備えている」は「大いに必要である」

32 箇所（同 11.2%）、「必要である」125 箇所（同 43.9%）であった。合計すると 157 箇所（同 55.1%）

が必要との認識を示した。「豊かな感性を持ち、幅広い知識・教養を身につけている」は「大いに必要で

ある」83 箇所（同 29.1%）、「必要である」166 箇所（同 58.2%）であった。合計すると 249 箇所（同

87.4%）が必要との認識を示した。 

N=285 箇所 N=285 箇所 

N=285 箇所 
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以上を踏まえると、歯科衛生士の採用にあたっては、歯科衛生の専門的知識・技術についての基礎的な

資質・素養を備えつつ、高いコミュニケーション能力を持った歯科衛生士が広く求められる状況が伺え

る。 
 

【グラフ】新卒歯科衛生士が有していることが望ましいと思われる能力等 <問 7(1)～(5)結果より> 
 

（１）社会に暮らす人々の多様性を理解・受容し、 
コミュニケーションを円滑に行うことができる 

<問 7(1)結果より> 

 

 

（２）多少の困難では挫折しない、 
精神的・肉体的な強さを有している。 

<問 7(2)結果より> 

 
 

（３）歯科衛生の専門的知識・技術についての 
基礎的な資質・素養を備えている 

<問 7(3)結果より> 

 

 

（４）歯科衛生の専門的知識・技術についての 
高度な資質・素養を備えている 

<問 7(4)結果より> 

 
 

（5）豊かな感性を持ち、 
幅広い知識・教養を身につけている。 

<問 7(5)結果より> 

 

 

 

 

N=285 箇所 N=285 箇所 

N=285 箇所 N=285 箇所 

N=285 箇所 
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Point 
3 

「歯科衛生学科（仮称）」の養成する人材・学科特色について 8 割超が評価するとし、 

7 割近い 190 箇所が卒業生を「採用したい」とした上で計 281 人の採用意欲。 
 

大手前短期大学が設置予定の「歯科衛生学科（仮称）」の概要を示し、養成する人材・学科特色の評価

について回答を求めた。その結果、「大変評価する」152 箇所（全体の 53.3%）、「ある程度評価する」92
箇所（同 32.3%）であった。合計すると、全体の 8 割を超える 244 箇所（同 85.6%）が「歯科衛生学科

（仮称）」の養成する人材・学科特色を評価する結果となった。また、卒業生については 7 割近い 190 箇

所（同 66.7%）が「採用したい」とする結果となった。また、「採用したい」とした上で提示された採用

可能人数は、入学定員 70 名を大きく上回る 281 人であった。 
 

【グラフ】大手前短期大学「歯科衛生学科」が養成する人材の評価・採用意向について 
 

「歯科衛生学科(仮称)」が養成する人材像・学科特色の評価 
＜問 8 結果より＞ 

 

 
養成する人材の採用意向 ＜問 9 結果より＞ 

 

 
 

養成する人材の採用可能人数 ＜問 9 結果より＞ 

 

N=285 箇所 
 

N=285 箇所 

N=190 箇所 
※問 9 で採用意向を示した回答数 
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【添付資料】

「設置構想についての人材需要アンケート調査」
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記入例を参考にご回答ください。

問 1 貴医院・貴施設・貴社についてあてはまるものをお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

歯科クリニック・診療所 診療所（歯科以外含む）

病院 社会福祉施設 公的機関

企業 ※よろしければ業種をご記入ください。

その他 ※よろしければ業種をご記入ください。

問 2 貴医院・貴施設の所在地または貴社の本社所在地をお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

兵庫県 大阪府 京都府

奈良県 滋賀県 和歌山県

その他 ※よろしければ都道府県名をご記入ください。

問 3 貴医院・貴施設・貴社において勤務されている歯科衛生士の人数、またそのうち 2018 年度に 
採用された新卒の歯科衛生士の人数をお答えください。

（歯科衛生士が勤務されている場合のみ人数をご記入ください）

人（うち、2018 年度採用の新卒の歯科衛生士 人）

大手前短期大学 歯科衛生学科 (仮称)

2020 年 4 月開設にむけ 設 置 構 想 中 

設 置 構 想 に つ い て の 人 材 需 要 ア ン ケ ー ト 調 査 
（対象：人事・採用ご担当者様）

大手前短期大学は 2020 年 4 月、さくら夙川キャンパス（兵庫県西宮市御茶家所町 6-42）に歯科衛生学科（仮称／3 年制・入学定員

70 名を予定）の設置を構想しています。歯科衛生学科（仮称）においては、幅広い視野から健康をとらえ、口腔ケアのための確かな技術

とヒューマンケア能力を持つ歯科衛生士を養成することを目的とします。 

大手前短期大学ではこのアンケート調査を通して、将来的な歯科衛生学科（仮称）卒業生の採用について皆様からご意見をお聞き

し、設置構想の参考とさせていただきたいと考えています。ご回答いただいた皆様から得られた情報は大手前短期大学 歯科衛生学科

（仮称）の設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。 

ご多用の折、お手数ではございますがアンケート調査へのご協力を、謹んでお願い申し上げます。 

※このアンケート調査は大手前短期大学から委託された第三者機関（株式会社紀伊國屋書店・株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
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問 4 貴医院・貴施設・貴社における歯科衛生士の充足状況についてお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

大きく不足している やや不足している 適度に充足している

過剰である わからない

問 5 貴医院・貴施設・貴社において今後 4 年間で、歯科衛生士の採用を検討されていますか。 
（あてはまるもの一つにチェックの上、「検討している」場合はその理由をお答えください） 

検討している 検討していない

「検討している」とご回答された場合、理由として最もあてはまるもの一つにチェックをお願いします。 

定期採用     欠員補充 その他 ※よろしければその理由をご記入ください。

問 6 貴医院・貴施設・貴社における今後の歯科衛生士の新卒採用についてお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

４年制大学の卒業生を中心に採用していきたい

短期大学の卒業生を中心に採用していきたい

専門学校の卒業生を中心に採用していきたい

大学、短期大学、専修学校の卒業生をバランスよく採用していきたい

採用は人材次第なので、特にこだわらない

わからない

問 7 貴医院・貴施設・貴社における歯科衛生士の採用にあたり、有していることが望ましいと 
思われる能力等についてお答えください。

（それぞれ、あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

（1）社会に暮らす人々の多様性を理解・受容し、コミュニケーションを円滑に行うことができる。

大いに必要である  必要である  あまり必要ではない

まったく必要ではない わからない

（2）多少の困難では挫折しない、精神的・肉体的な強さを有している。

大いに必要である 必要である あまり必要ではない

まったく必要ではない わからない

（3）歯科衛生の専門的知識・技術についての基礎的な資質・素養を備えている。

大いに必要である 必要である あまり必要ではない

まったく必要ではない わからない
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（4）歯科衛生の専門的知識・技術についての高度な資質・素養を備えている。

大いに必要である 必要である あまり必要ではない

まったく必要ではない わからない

（5）豊かな感性を持ち、幅広い知識・教養を身につけている。

大いに必要である 必要である あまり必要ではない

まったく必要ではない わからない

問 7(1)～(5)以外に有していることが望ましいと思われる能力等があれば、ご記入ください。 

問 8 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」の養成する人材像、学科特色についての評価をお答え 
ください。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

大変評価する ある程度評価する あまり評価しない

全く評価しない わからない

問 9 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」が養成する人材(歯科衛生士)を、貴医院・貴施設・貴社 
において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

採用したい 採用しない わからない

「採用したい」とご回答された場合、よろしければ採用可能な人数をお答えください。 人

問 10 大手前短期大学「歯科衛生学科(仮称)」について期待される点、ご要望等がありましたら、 

ご自由にご記入ください。（自由記述となります）

問 8 以降は裏面 4 ページ 大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の概要 をご覧の上でお答えください。 

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。
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設置構想中

上記内容は構想中の内容であり、今後変更となる場合があります。

歯科衛生学科

卒
業
後
の
進
路

学

科

の

概

要

（仮称）

学

び

の

特

色

２０２０年４月１日（予定）

大手前短期大学 さくら夙川キャンパス（予定）

（兵庫県西宮市御茶家所町6-42）

３年

７０名（収容定員： ２１０名） （予定）

短期大学士（歯科衛生学）

歯科衛生士国家試験受験資格

２級医療秘書実務能力認定試験（受験資格）

介護職員初任者研修資格取得（資格取得には条件があります）

幅広い視野から健康を捉え、口腔ケアのための確かな技術とヒューマンケア能力を身につけた歯科衛生士

開 設 時 期

開 設 場 所

修 業 年 限

入 学 定 員

取 得 学 位

取 得 資 格

目指せる資格

養成する人材

:

:

:

:

:

:

：

：

専門知識・高度な技術＋幅広い知識の習得

国家資格取得へ充実のサポート

幅広い資格取得への対応

本短期大学ならではの幅広い教養と専門的知識と併せ、歯科衛生士としての高度な技術の習得を目指します。健康維持や疾病から

の回復をサポートするため、人間理解力やコミュニケーション能力の習得とあわせ医療倫理を学び、医療専門職として豊かな人間性と

幅広い視野を身につけます。

少人数教育による、きめ細かな指導や充実した国家試験対策により、国家試験合格率100％を目指します。

希望者には２級医療秘書実務能力認定試験の受験資格、介護職員初任者研修の資格取得が可能です。（受験資格、資格取得には

条件があります）。

大手前短期大学 歯科衛生学科(仮称)を卒業後は、以下の進路が見込まれます
● 歯科クリニック・診療所 ● 総合病院 ● 社会福祉施設 ● 地方自治体 ● 保健センター

● 一般企業（口腔ケア用品を扱う企業） 等

大手前大学（学内併設大学）との連携
大手前大学の医療系学部である国際看護学部（2019年4月開設）、健康栄養学部との連携を視野に、全身の健康管理におけるヒュー

マンケア能力を身につけます。

学

科

設

置

の

背

景

「健康日本２１（第二次）」にむけて
日本は急激な高齢化が進み、2018年には65歳以上の高齢者が3,522万人、総人口の27.8％を占め、超高齢化社会の到来が予測

されています（総務省統計局調べ）。このような中、人々の健康保持・増進を支援するため2000年に「21世紀における国民健康づくり

運動（健康日本２１）」が、2002年には「健康増進法」が制定されるなど国民の健康に対する法的整備が行われ、現在も引き続き「健康

日本２１（第二次）」として進められています。

お口の健康をサポートする歯科衛生士
近年、多くの調査研究から「歯と口腔（口）の健康」が「全身の健康」と深い関係があることが明らかになり、「歯科衛生士」の役割に関心

が高まり、その活躍の場も広がりをみせています。日本の「歯科衛生士」の養成は、2004年の省令改正を受け、２年であった修業年限を

３年以上としました。これにより当初の保健所歯科活動の直接の担い手としての「歯科予防処置」のみの業務内容から「歯科診療補助」

及び「歯科保健指導」の業務が新たに加えられ、「歯科衛生士」の業務内容・範囲は飛躍的に拡大しました。「歯科衛生士」は、「お口の

健康エキスパート」として、法律で定められているこれら三つの業務を担うことになりました。

2020年 歯科衛生学科(仮称) 設置構想中
大手前短期大学では、2020年４月を目途に新たな学科として「歯科衛生学科（仮称）」（３年制）の設置を構想しています。「歯科衛生

学科（仮称）」では、保健・医療・福祉分野において、総合的な視野から高い知識と高度な技術を備えた医療専門従事者としての「歯科

衛生士」の養成をめざします。専門知識と高度な技術を併せ持った「医療現場に強い歯科衛生士」養成のため、充実した学内実習施設

と大学病院、総合病院、保健センター、教育機関、障がい者・高齢者施設等多岐に渡る学外臨床現場での実習をカリキュラムに組み

込むことを計画しています。

問８以降にお答えいただく前に、以下の大手前短期大学「歯科衛生学科（仮称）」の概要をご覧ください。
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